


名護市教育委曇会文化諜
_ 史繩さん係

沖繩県名護市大巾ー丁目ー3番3髏
雷謡 (0980ゝ53一54‥ワ

栂P5
00ー7



名護市文化財調査報告書 - 24

溝原貝塚2
-市道山手線街路事業に伴ぅ溝原貝塚緊急発掘謂査ー

平成27年 (20ー5) 2月

名護市教育委員会



序 ⽂

本書は市道山手線街路整備事業に伴い、平成25年度に実施され
た溝原貝塚の緊急発掘調査の成果をまとめたものです。
現在、名護市には約80ヶ所の遺跡及ぴ遺物の散布地が確認され

ています〟溝原貝塚もその中の一つの遺跡ですが、 これら埋蔵文
化財は地上で目にすることのできる天然記念物ゃ建造物、民俗芸
能などの文化財とは異なり、地下に埋蔵されてぃるためその存在
と価値が認知されにくい性質をもっています。しかし、他の文化財
と同様にその地域の成り立ちゃ文化を考ぇる上で必要不可欠なも
のなのです。今回の調査においても、地中を掘り起こして初めて分
かつたことがあります。
遺跡調査では、想定した年代を遡る遺物の出土、埋葬獣骨ゃ近代

の国頭郡役所と関ゎる遺物の発見など、私たちの祖先の生活を考
察する多くの貴重な発見がありましだ。
これらの成果をまとめた本書が名護地域ゃ名護市の歴史を知る

上で貴重な資料として活用されるとともに、文化財保護ヘの理解
を深める一助になれば幸いです。
末尾に、本事業を実施するにあたり多くの方々にご協力をいた

だきました。特に、埋蔵文化財の記録保存に ご理解ーご協力をぃ
ただきました名護市建設部、東江区及ぴ名護博物館の皆様には大
変お世話になりました。深く感謝を申し上げ、刊行のあいさつと
します。

平成 27 (20ー5) 年 2 月
名護市教育委員会

教育長 座問味 法子
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例 言

本報告書は、 平成 25年度に実施した市道山手線街路整傭に伴う溝原貝塚緊急発掘調査の

内容を記録したものである。

発掘調査は市道山手線街路事業に伴うもので、 事業主体者である名護市建設部と名護市
教育委員会で覚書を交ゎし、 名護市教育委員会文化課文化財係が実施した。

現場における発掘調査は平成25年6月 24日ヵゝら平成26年2月 28日まで行った。

本報告書霧二掲蝿しブこ航空写真優ま沖県立公文書館が収集・ 保管している昭和20年(ー945〉
2月28日に、 米軍が偵察用に撮影したものでぁる。 沖蝿県立公文書館の承晨忍を才曼て掲
した。

発掘調査体制については、 第ー章第2節に記す。

本書に掲載した地形図は、 国土地理院発行 ー/50.000、 ー/25,000地形図と名護市役所発

行の地形図を使用した。

溝原貝塚の発掘調査にぁたり、 現場における遺構解釈ゃ資料整理作業における遣物の同
定など、 下記の方々のご指導~ ご協力をぃただいた。 記して謝意を表す。

安里進、 家田淳一、 小畑弘己、 新里貴之、 高宮広土、 田里一寿` 樋泉岳二、

眞鍋彩、 與嶺由紀也、 渡辺芳郎(敬称省略、 五十音順)

本書の作成にぁたり、 執筆は下記のように分担した。

宮城弘樹(第ー章第ー ・ 2節、 第2章、 第3章第2節、 第4章、 第6章)
宮城智浩(第3章第3ー 4節)
千田寛之(第ー章第3節、 第3章第ー節、 第4章、 第5章第ー節ー 2節)
真栄田義人・寄合龍己(第4章)
小畑弘己(第5章第ー節)
パリ ノ・サーヴェイ株式会社(第5章第3節)
樋泉岳二(第5章第4節)

発掘調査において得られた出土資料及ぴ実測図'写真などの記録は、 すべて名護市教育
委員会文化課文化財係にて保管している。

本報告書に掲載した遺物の掲載番号は、 地区毎に連番を付した。 具体的にはー地区は
ー00ー、 立地区は 200ー、 虹地区は 300ーヵゝらとしている。 図、 図版ともにこれを掲載番

号とする。
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第ー章 調査経過

第 ー 節 調査の経纏

溝原貝塚は、م 54 年( 979)~昭和56 ( ー98ー)に実施された「名護市遺跡分布調査」で
確認された遺跡(ー980年7月8日)で、確認当初の時代は沖纏貝塚時代後期でぁる (名護教委
ー982)。
名護市名護溝原の海岸砂丘地にあり、現在では名護博物館(名護間切番所跡~旧名護市役所)

から東江公民館付近にかけて立地する。標高は約3mで`海岸線よりおおよそ500m内陸に位
置している。周辺にはナングシク・名護貝塚'ァパヌク貝塚等の先史、原史時代の遺跡がー0ヶ所
程分布しており、名護湾をひかえたこの一帯が当時好適な生活環境でぁったことが窺える(第
2図〉。本貝塚は沖綿貝塚時代後期の遺跡でぁることは、昭和56年〈ー98ー)の試掘調査ゃ昭和
59・60年〈ー984・85)年度に実施された緊急発掘調査等により以前から知られていた。
今回、市道山手線街路事業に伴い予想範囲内の開発事業が計画され、平成23年8月3日付け

名建土第432号で名護市建設部から名護市教育委員会に対して「文化財の有無の確認について
(照会)」が提出された。平成23年8月8日付け名教委文第ー38号にて「文化財の有無の確認につ
いて(回答)」する。

協議を経て、遺跡の予想範囲内での土木工事が避けられないことから、平成24年ーー月ー3日
付け名建土第587号で、「埋蔵文化財発掘の通知について」が提出され、平成24年ー2月5日付け
名教委文第ー49ー号で「周知の埋蔵文化財における土木工事等について(通知)」があり、平成25
年6月ー4日名護市と名護市教育委員会で「溝原貝塚発掘調査に関する協定」を締結、同年6月
2ー日に「溝原貝塚発掘調査に関する覚書」を締結し記録保存調査に着手する。
なお`道路整備の事業主体は名護市(建設部建設土木課公園街路係〔平成25年度当時])、発掘

調査主体は名護市教育委員会(文化課文化財係)である。
調査が進む中で、当初調査対象地域西側については遺跡の予想範囲の外にぁったが、平成26

年ー月の試掘調査の成果に基づき、平成26年ー 月 ー4日一部遺跡範囲の変更を行った。
さらに同月、溝原貝塚発掘調査に係る調査費面積及ぴ調査費の変更について協議を行い、平

成26年2月24日に平成25年度溝原貝塚発掘調査に関する変更覚書を締結し、当初調査の範囲
等の変更を行っている。現場での調査を平成26年2月28日で終え、3月4日に平成25年度業務
を完了する。

平成26年度業務は資料整理業務を実施し、平成27年2月に本報告書を刊行し、今回の緊急
発掘調査の全工程を終ぇている。



剛
 

)
縄

 
( )

麟
 

縄
 

〟
地
称

 
(

麟
 

志
 

遽
肺
阪

榊遺
 

吹
離

 
物
地

 
藪
躊
遭

 
域

躊
 

土物
所
蘭
離

 
聯
跡
脱
流

跡
 

艶
 

蹄
跡
遺

 
出

遺
容
遷
遺

ク
遺
田
止

区
酬

壕
遺
壕
遺
遺
肘
跡

餐
跡
佼
収
鷹
原
壕
シ
葺
⽔

=
訓
鱒
髏
麟
鵬
帥
鵬
伽
鱒
邦
願
原
右
苅
ョ
縄
酬
咄
顔
ヶ
舘
臨
駄

久
存
天
ハ
ー
ー
安
ー
上
_
惠
思
鯨
大
ャ
犬
羹
ガ
久
埋
久
前
久

_醜
酪

M闘
範
位
酪
醜
加
⼑
双
⼑
桝
乃
乃
⼑
旛
乃
即

m
魄
鶴

側
 

地
地

麟
 麟

 
柵
麟

 
麟腑
腑

所
咄
鮒

 
琲放遺跡 地

地
遺

 
遺
遺

跡
賽薦

 
ク
跡

遺
物
震
翼

⼟
⼟
ク

ィ
原
塚
遺

切躊遺
 

ラシ
遺

 
銑

叫
 

ク
遺

 
情

 
焼

 
出出

 
シ

塚
 

ム田
 

⾙
蘭

 

闔
遺
簿
バ
グ
ヤ
遺

`
シ
名

=伽
 

轟
鰻
グ
貴
グ
⼭
名
名

地
闔
井
ト

一
ガ
田
止
グ
賽
警

駄
古
ン
⽥
シ
漬
寶
翼

羽
仲
田
ャ
デ
フ
谷

=覇
橋
伊
古

 
城
ナ
誅
ィ
臺
都
擲

お
魎
⼑
魎
昶
甜
訂
鞆
丑
鱗
弱
ぁ

 
膳
鮨
艶
鞆
艶
譲
ぬ
机

)
舛

 
】

シ
 

ヴ
 

)
地

側
グ

 
称

哺
側

地
布

 
(

地
 

仮
 

(
布
轍
地

 
地
跡

羽
 

(
地

(
跡
戴
物
布

 
⼟
遺

 
(地

 
布
地

遺
物
遺
戴

 
出
ク

跡
 

布戴
布

 
地

跡
ク
遺
轟
物

脱農
シ
醐
遺

疇
榊
叫
鞠
放

壕
 
⼟

遺
シ
由
社
遭
跡

~跡
吐
グ

_ク
区
遺

`遺
物

 
貝出

区
赫
グ
平
阿
部
攫
嶽
遭

触
胡
シ

地
⿐
遺
⻄
彙
剛
壕
ク
壕
賓

魄
洲
胱
艶
暉
鯱
瞞
麟
吐
加
鱒
量
麟〟
駐
駆
凱
饂
中
顕
は
願
臥

⽻
簾
瀞
薫
纂
阿
虻
上
川
ゥ
仲
仲
糊

 
名
宮
⼤
⼤
⼤
⼤
名
ア
鸞
溝

ー
BMじ

鱧
打

m
吟
加
⼑
塾
⼑
酔

 
纏
鮨

”鱒
鱒
艶
訂
農
艶

)
糊

 
麟
麟

地
 

)幟
地

 
称

布
)称
遣

布仮
戴

称
仮
蠍

嶼
 

(
鞄

仮
(緻

物
 

地
 

地
壕
遺
壕

【
地
ぃ

遺
瞰

 
跡
⼟

 
⼟

員
ロ
⾙

剛
布
⼃

方
 

跡
 

遺
出
爆

 
出
跡

ャ
河
久

幟
ヌ
囁
藁
遺

遺
應
磁
⾙

塚
⽡
遺

区
バ

_ 
佐爆

_ 
マ員ク

 
ク

繭
 

蜻
 

= 
賽原

 
員

古
 

轟
〕
サ
タ
⻑
員
ジ
遺
シ

_
 

シ
シ

~浜
区
塚
那
現
由
壕
囁
旧
鶴

‥
原

 
ギ

 
出

原
 

タ
浜

 
名マ

 
グ

 
グ

剛
⾙

与
 

権
 

前
 

⾙久=
誰
飫
キ
井
攣
ン
嘗
平
ン
マ
我

和
和
瓢
邱
部
豪
部
茂

翼
 
タ
済
⼤
ハ
⼤
鯱
ナ
ア
凰
憂

 
盧
安
安

 
慶
犀
翼
畳
宇

{ー

2 
3

4 
s

G
 

78g
m

‥
u

{諏
艶

艶
恥

“鯉纏“

第2図 名護市の遺跡分布図



第2節 調査体制

′ 平成 25 年度 (20ー3)

調査責任者ニ

調査総括ニ
調査担当ご

教育長 座問味 法子
教育次長 石川 達義
文化課長 島福 善弘
文化財係長 友寄 凡子

.文化財係主事 宮城 弘樹
‥文化財係主事 宮城 智浩

調査補助ニ
・文化財係主事 松原 彰子
文化財調査員 (嘱託) 真栄田 義人

・文化財調査員 (嘱託) 千田 寛之
‥文化財調査員 (嘱託) 宮里 牧
ニ文化財調査員 (嘱託) 神谷 祐子

発掘作業員ご石川 博利・上地 厚行・大城 正治・大宮 哲夫・荻堂 盛春
岸本 美枝子・桑江 勇・佐々木 政春・島袋 章子・下地 省三
新谷 壽一・玉木 健二・田港 朝孟・太良 義一・仲井聞 宗孝
仲程 源信ー 中村 啓孝・山城 重次・山城 正則

平成 26 年度 (20ー4)

調査責任者ニ

調査総括ニ
調査担当ニ

教育長 座問味 法子
教育次長 石川 達義
文化課長 比嘉 久
文化財係長 友寄 凡子

・ 文化財係主事 宮城 弘樹
ニ文化財係主事 宮城 智浩

調査補助ニ
・文化財係主事 松原 彰子
文化財調査員 (嘱託) 真栄田 義人

‥文化財調査員 (嘱託) 千田 寛之
‥文化財調査員 (嘱託) 神谷 祐子
‥文化財調査員 (嘱託〉 玉城 亜紀

資料整理員ニ
・文化財調査補助員 〈臨時) 寄合 龍己
大城 正泉・岸本 美枝子・金城 瑞希・島袋 章子・仲村 裕子
東恩納 宏美・松田 智恵子



第3節 調査経過

平成 25 年度 (20ー3)

本発掘調査に先駆け平成24年虔(20ー2年8月22日~8月29日)に試掘調査を実施した(第
3章第3節)。試掘調査の目的は、開発予定地が遺跡の予想範囲(第5図)となってぃる為に埋蔵

文化財の有無の確認を目的とするものである。

試掘調査は、テストピッ ト(以下`T・P・) ーヵゝらT.P.5の順で実施した。試掘調査では当初かち

予想されていた沖貝塚時代後期後半頃の土器片が出土するものの、土器そのものの出土の

無い地点もあった。また、T・P.ー ・3・4では貝塚時代の土器の出土は認められず、T・P・3・4は
撹乱のみでぁった。以上の試掘調査の結果を踏まぇて、平成25年度の本調査膚囲として定めて

いる。

調査はまずー地区から着手した。平成25年6月24日より着手、調査に先立ち、7月2日から表

土剥ぎ取り工事を実施、調査区の設定についても調査支援を得て行っている。7月ー日から人

員を雇用し発掘作業に着手した。調査はー地区` S_24グリ ツ ドょりはじめ順次西側に進めて

いった。

耳地区は同年ーー月 6 日より実施した。調査場所が市街地であるため住宅・店舗等の出入りロ

等の都合、これらの導線に配慮しての発掘となつた。なぉ、調査地区が2地区に跨り実測等の

現場作業を円滑にするために調査支援を委託している。

これと並行し、 ー地区の北側部分U_ー7ヵゝらU-2ーグリッ ド及ぴVー2ー/22グリツ ドの一部で

発掘を実施してぃる。

m地区は平成26年ー 月23日より市内遺跡調査によって試掘調査を実施し、鴬囲の確認を

行った。試掘調査は予定されている道路工事の施工翼囲をT丑6~ーーまで設定して調査を実

施。この結果T・P.9及ぴT・P・ーーから貝塚時代後期土器、T.P・ー0ではグスク土器がそれぞれ出土

し埋蔵文化財を確認した為、本調査の範囲に含めることになった。

虹地区調査はー 月3ー日から発掘を開始した。調査期日まであまり時間がないことから、重機

による表土剥取りと並行して遣物包含層の掘り下げ作業を実施した。 2月28日に埋め戻しを

行い全ての作業を終ぇた。

平成 26 年度 (20ー4)
平成26年6月 2 日ヵゝら平成27年2月27日の期問は、これまでの発掘調査において出土した

資料の整理作業を行った。着手後速ゃかに注記を行い、6月に遺物集計、7月からは実測作業を

中心にサンプリングした土壕のフローテーション処理ならぴに植物遺体分析`レプリ力・セム

法を用いた出土土器の圧痕分析作業を実施した。また、金属製品については専門の業者に委託

して保存処理を実施している。ー0月に印刷会社と契約を行い、調査内容をまとめた調査報告害

を2月末付で発行し、平成26年度の調査業務を完了している。



第2章 名護市の位置と環境

第ー節 名護市の位置と概要

名護市は、沖繩本島北部に位置し、昭和45年(ー970) 8月 ー 日に旧名護町・屋部村・羽地村・屋
我地村・久志村のー町4村が合併し誕生した。市域の北東部は大宜味村と東村、西部は今帰仁
村 と本部町、南部は恩納村 と宜野座村のー町 5村に隣接している。県都那市から北に約64km
の距離にあり、国道58号、国道329号及び沖纏自動車道によって結ばれている。沖繩の空の玄
関ロである男囁蝿空港ヵゝら蚤ま、沖自動車道を使用して車で約ー時問を要する。
総面積は2ーQ37k赫で、県内では竹富町(334心B肺)`石垣市(229k虚)に次く〝面積を誇り、その

約60%を山林が占める。西部は険しい山々を有する屋部地区、北部は稲作で知られた羽地地
区、今は橋で繋がる屋我地島の屋我地地区、東部は山・海が美しい久志地区`中央部には平野と
丘陵が広がる名護地区と変化に富んだ景驚を有する地城からなる自然豊かな市である。市域
の中央には、名護岳(標高345.2m)を中心に標高300m級の山々が連なり起伏の大きぃ丘陵地
を構成し、そこに降った雨を集めて源河川、羽地大川、我部祖河川、汀問川、大浦川、幸地川等の
中小の多くの川が流れる。山間部から流れてきた川の河ロ付近には沖積平野が形成され、そこ
に集落が形成される。この集落の後背湿地は、近世以降水田として利用され、山、海とともに個
性豊かな山原型の土地利用が形作られてきた。人口は62,ー2ー人、世帯数は27,729世帯を数ぇ
(平成27年ー月3ー日現在)、55行政区から橿成されている。

第2節 東江地域の地理的環境

本市の地形は大きく①本部半島部、②脊梁山地部、③両者に挟まれた丘陵地域と屋我地地域
の3つに分けることができる。本部半島部は、嘉津宇岳(標高448m)、八重岳(標高453m)`安
和岳(標高432m)等の本部半島にある高い山々を含む地域である。この地域は、表層地質が古
い時代の地層で構成されるため、谷が発達し山々の傾斜が大きい地形を形成する〟表膚地質
は、灰色石灰岩、チャート、黒色千枚岩~黒色頁岩を主体とした古生代二畳紀~中生代末期の
本部層ゃ与那嶺層、湧川層が分布する。

脊梁山地部は、名護岳(標高345・2m)`多野岳(標高38丘2m)、久志岳(標高335m)`辺野古岳
(標高332m)等の沖繩島の脊梁山地を形成する地城である。この脊梁山地を形成する沖纏島の
島軸は、北東-南西の軸を持ち、山々ゃ丘陵の高さにおいて北側に高く、南側に低い傾向があ
る。この地域は国頭眉群く名護層、嘉陽層)ヵゝらなる地形であるが、局部的に国頭礫層で樽成さ
れる段丘面の発達が見られる。その傾向は東海岸において顕著である。段丘面より海側では、
山地が海岸へ急角度で接するが、 この高さも北側では急斜面をなし`南側に行くほど傾斜は弱
くなる。表層地質は、黒色頁岩~黒色千枚岩、緑色岩類、褐色砂岩層ゃ黒色頁岩層を主体とする
名護層ゃ嘉陽層が分布する。

束江は名護市の中心市街地の東側にぁって、大兼久・城とならぶ名護三箇の一つである。集
落の北側は名護岳を山頂とする山裾が南へと傾斜し、集住域の東にヤマガー(山川〉、西に幸地
川が海へと注ぐ。国道58号線と東江五丁目一帯は海であったが、埋め立ててできた陸地でぁる。

第3節 東江地域の歴史的 ・文化的環境

市内には、現在までに約80箇所の埋蔵文化財が確認されている(第2図)。これまでの考古学
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今回の調査対象となった地区の束側にはジンガガーの湧水`根神屋などの神屋が

調査地区に隣接している。また、北側にぁる現在の名護博物館敷地に旧名護町役所があり、遡

れば名護間切番所でぁる。また、明治ー3年(ー880)に羽地番所に国頭地方役所が設置されるが

その2年後羽地にあった役所は大兼久村に、警察分署を名護間切番所内に移し首里警察署名

護分署となる。後者の場所が現在の年金事務所敷地にあたり、明治22年(ー889)に名護警察署

と国頭地方役所の両庁舎が交換移転さわ、現年金事務所敷地は国頭地方役所即ち国頭郡役所

となった。大正ー5年(ー926)郡制の廃止に伴い郡役所跡地は沖績県第3土木事務所が設置され

る。

当地には、戦後昭和2ー年(ー946)には、いち早く琉球政府の土木・建築両出張所が設置されて

いる。調査地の一部はこの国頭郡役所の一部を含んでいる。溝原貝塚はこのように先史時代の

貝塚であるとともに、東江集落の歴史や名護間切あるいは国頭郡役所など近世から近代の官

庁街としての歴史遺産が数多<分布する地城である。なお、当該地の民俗空問ゃ歴史的変遷に

ついては、比嘉親平「名護問切番所敷地の変遷」『名護博物館紀要 あじまぁ2』〈ー986)、『名護

市史本編ー9民俗虹』(2003)pーー3〟ー22に詳しい。

第ー表 束江 (溝原貝塚周辺)の主な出来事

時代区分 西暦 中国/和 ⽉ 出来事

先史 貝塚時代 6~ーー世紀頃 東江 ・ 溝原に貝塚時代の集落が営まれる
グスク ー2世紀頃~ 東江にグスク時代の集落が営まれる

時代 ー4世紀頃 名護グシクに、 今帰仁城主の弟が名護按司と して居城と伝ゎる

ー5世紀中頃 名護按司中山による北山の討伐に参加と伝ゎる。 北山滅亡

ー609 万暦37年 薩摩軍の琉球侵攻
ー673 康熙ー2年 東江原の銭刀ー森の南麗に名護間切番所がーかれる
ー695 康熙3。年 名護問切番所が現在 名護博物館のぁる場所へ移伝
ー728 旛正6年 程順則が名護問切総地頭職に任じられる
ー872 明治5年 9月 琉球躊設置される。 同年、 名護間切に指攪司を贋く
ー879 明治ー2年 4月 琉球藩を廃し沖繩県とずる旨布告
ー882 明治ー5年 4月 名護小学校 創立。 名護問切番所内に首里警蔡署名護分薯設置

ー884 明治ー7年 2月 名護分署落成、 名護警察署に昇格
ー888 明治2ー年 4月 名護小学校が名護尋常小学校に改称

ー889 明治22年 5月 大兼久にぁる国頭地方役所と名護警察署の両庁舎を交換移転

ー896 明治29年 4月 群区編成に伴し`国頭地方役所を国頭郡役所に改称
ー902 明治35年 3月 名護尋常小学校に髙等科が併董され、 名護尋常高等学校になる

ー903 明治36年 6月 国頭税務署が東江に移転
ー908 明治4ー年 沖纏県及ぴ島嶼町村制が施行され、 名護間切は名護村となる
ー926 大正ー5隼 6月 郡制廃止

” 8月 郡括吏所跡【こ沖蝿県第3土木工区事務所設
ー935 昭和ー0年 4月 国頭郡畜産組合、 東江兼久に家畜市場を設ける
ー94ー 昭和ー6年 4 月 国民学校令が施行さ九、 名護尋常高等小学校から名護国民孝校ヘ改称
ー944 昭和ー9年 大兼久が大東・ 大西・大中ー 大南・大北の5区に分かれる

ー945 昭和20年 ー2月 終戦後、 束江初等学校と して再開
ー95ー 昭和26年 4月 束江初等学校から東江小学校へ改称

ー958 昭和33年 東江小学校が現在の場所に移転し、 東江小跡地には名護英謡学校が移輻
ー97。 昭和45年 8月 名護町・ 久志村・屋部村ー羽地村・屋我地村が合併し名讃市となる

ー972 昭和47年 5 ⽉ 本土復帰
ー973 昭和48年 6月 東江のミフク ラギ、 市の天然記念物に指定

市役所庁舎が現在の場所に移転。 跡地はその後、 博物館と して利用される
ー98ー 昭和56竿 6月 溝原貝塚試掘調査

ー984~ー985 溝原貝塚発掘調査

ー995 平成7年 溝原貝塚発掘査 (博物館駐車蜴整備に伴ぅ緊急撻掘)

20 ] 3 ~  20ー4
平成25~26年 構原貝塚発掘調査 (市道山手練街路事業に伴う緊急発掘)
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…'査の方夏第3章
第ー節 溝原貝塚の位畳と概要

また、遺跡から北西側へ約ー50mの位置には幸地川が流れて

ぃる。遺跡周辺にはナングシク遺跡群・名護貝塚・アパヌク貝塚等の先史、原史時代の遺跡が
ー0ヶ所程分布していることから、名護湾をひかえたこの一帯が当時好適な生活環境であった

溝原貝塚は、名護市名護溝原の海岸砂丘地にあり`現在では名護博物館(名護問切番所跡・旧

こ とが窺える。

名護町役所)から東江公民館付近にかけて立地(第5図)。標高は約3mで海岸線よりおぉ

よそ500m内陸に位置してぃる。

シク遺跡群① ナング

② 名護貝塚

③ 城人骨出土地

④ アパヌク貝塚

⑤ 城古銭出土地~

⑦ 大堂原東遺物散布地

⑥ 大中区遺物散布地

⑧ 大堂原西遺跡

⑨ 大西区遺物散布地

⑩ 宮里古島遺跡

⑰ 東兼久原貝塚

⑫ 溝原貝塚

⑬ 溝原人骨出土地

第5図 溝原⾙塚周辺の遺跡及ぴ地形図



溝原貝塚は名護市教育委員会が昭利54 ( ー979)から昭和56年度(ー98ー)にかけて実施し

た「名護市遺跡分布調査」の際にその存在が確認された。発見の翌年、昭和56年(ー98ー) 7月に

最初の試掘調査を実施している。試掘調査において尖底土器の底部が発見されたことから、貝

塚時代後期の包含層を含む遺跡であることが確認された。

昭和59年度(ー984)には名護博物館の収蔵庫建設に伴う第ー次緊急調査を実施し、昭和60年
度(ー985)には収蔵庫建設予定地に加え隣接する個人商店新築に伴う第2次緊急調査を実施
した。これら第ー次・第2次緊急発掘調査の調査成果をまとめた報告書を平成元年(ー989) 3
月に刊行している。

その後、平成6年度(ー994)には博物館駐車場の整傭に伴う緊急発掘調査を実施している。

平成26年(20ー4) ー 月に遺跡範囲束側の隣接地において試掘調査を実施したところ、貝塚時

代後期・グスク時代の遺物を含む包含層が確認されたことから、新たに溝原貝塚の遺跡鶯囲に

加えている。

第2節 調査区の設定

調査区は道路工事施工区域を対象範圏とした。調査グリ ッ ドは過去実施された昭和59ー60年
(ー984・85)調査`平成6年度〈ー994)の調査区配ーゃ名称などを考慮し`おおよそ道路工事とも

並行となるように、座標北を西へ57度28分30秒(57.4750度)振った任意の基準線を用いてい
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第6図

' これまでめ本調査 '〝試掘調壽 ~

る。 具体的にはX=ー00, Y=ー00をR-ー0 (公共座標第XV系X=650ー6.929,Y:48460.4708) を基

準点として、東西南北に一辺4m四方の升目(ー6鯱)を単位とするグリ ッ ドを設け実施した。
グリッ ド名は任意の座標上西から東へ算用数字を昇順に付し、南北にアルファべッ トをP/

Q/R~‥と付して、U-ー5/U_ー6‥のようにアルファべッ トと算用数字を用いてグリッ ド名と
している。 なお、 Pか ら と した理由は、 前回 (ー984・85年度` ー994年度) の調査でA/B/C・ ・ の
グリ ツ ド名が使用されており、重複を避けるためである。
遺跡予想範囲の中でも、試掘調査の成果などに基づいて、以下のー/互/mの3つの地区に

分けて進めることとした(第6図)。
ー地区は名護市東江288番地と隣接地約L000櫛の賃囲で`このうち750雌の調査を実施し

た。 グリ ッ ド名では東西はR/Q-ーーか らS/T-24まで。 南ゴヒはVー2ーヵゝらP-ー2/ー3までの` 束西
ー4グリ ツ ド`南北グリ ッ ドの範囲とした。遺跡の予想範囲の最も西側に位置する場所で、北側
には現在の名護博物館が、南には名護年金事務所が所在している。戦前に博物館所在地は名護
間切番所で、後者の年金事務所は国頭郡役所が所在する官公庁街でぁった。また、名護博物館
の施設整備等にょってこれまでにも数回の発掘調査が行ゎれており、砂丘地に貝塚時代後期
の遺物を含む貝塚でぁることが確認されてぃる。事前の確認調査でも同様の成果が得られて
いたため貝塚時代後期の遺物包含層及ぴ国頭郡役所の施設に係る遺構などの検出が期待され
た。

n地区は276-3番地と隣接地約L000鹸の範囲でこのうち200雌の調査を実施した。遣跡予
想鶯囲の東側の地城で、試掘調査の結果わずかに貝塚時代後期の土器を出土する事が確認さ
れていたため、本調査に臨んだ地域である。グリ ッ ド名ではV/W-50ヵゝらT_58まで、東西8グ
リ ツ ド、南北4グリ ッ ドの範囲とした。詳細は次章以降述べるが、結果だけ述ベると撹乱が深
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く`一部の調査をもって調査薫囲を縮小することとなった。

虹地区は258・4番地と隣接地約L000雌の範囲でこのうち400拭の調査を実施した。当初

遺跡の範囲の西側の外に当たる場所で、調査途中に遺跡の簾囲が広がることが判明し平成25
年度の緊急発掘調査地に追加した地域である。

ー・互地区が海岸砂丘地でぁるのに対し、肛地区は同じ砂丘でもジンガガーと呼ぱれる湧水

地の流路上にあって、いゎゆる後背湿地帯と考えられる場所にあたる。グリ ツ ド名ではSー79か

らP一82までの東西4グリツド、南北4グリッドを翼囲とした。

第3節 平成24 年度試掘調査概要

本調査に先立ち、平成24年8月22日カゝら29日に行った調査について概要を報告する。当該調

査は事前の試掘調査で実施されたもので、事業は市教育委員会主体事業(文化庁補助事業、市

内遣跡発掘調査)として実施されたものである。本調査地城の調査範囲の決定などに資する成

果でぁるとぃう性格上、概要を記して報告を行う。

設定した調査区は、用地取得等が行ゎれ条件の整った名護市東江一丁目288_ー`288、282ー3、
273ー3、275一4、266-6番地において2mx2m=4鯱の試掘調査抗を設定した。当初8カ所を予

定したが、調査状況等を鑑みて最終的にT.P.ー~5の5箇所の調査で完了している(第6図)。
以下、遺物包含層の認められたT.P.2と5について、詳述する。

T・P・2の層序(第7図ー)は、 ー層が表土層。パラス(砕石)を含む固く締った堆積層、 立層は

客土層でにぶい黄褐色(ー0YR5/4)混礫土ゃや粘質、バラスや枝サンゴを含み`黒褐色(ー0YR
3/2)混砂土でゃや粘質、コンクリート片含む)、浅黄橙色(ー〇RY8/3)が層状に堆積する。締り

は良い。m一V層が遣物包含層で層が遺物包含層となる。m層は黒褐色(ー0YR3/2)混土砂層

で`ゃゃ粘質で締りが良く。貝殻`サンゴ片、軽石及ぴ礫を含む。土器片が出土。北東壁の東端に

礫が多くみられる礫だまりが確認されている。N層は黒褐色(ー0YR3/2)砂層。枝サンゴ及ぴ

白砂が混じる。下に行くにつれ枝サンゴの量が増える。また、貝殻ゃ微量の礫及ぴ軽石を含む。

m膚よりも締りが悪い。V層はW層への漸移層。黒褐色(ー0YR3/2)砂に黄褐色(2.5Y5/4)砂
が混じる。枝サンゴ、礫及ぴ軽石を含む。締りは悪い。W層以下は地山と考えられ`W層は黄褐

色(2.5Y5/4)砂層。枝サンゴ`軽石及ぴ貝殻を含む締りの無い層。棚層は黄褐色(乙5Y5/4)枝サ

ンゴ層。枝サンゴが密に堆積、締りは無く脆い。卿層は黄褐色(2.5Y5/4)砂層。枝サンゴ及ぴ礫

を含む。締りは無く脆い。畷層は礫層で海砂利の締りの無い脆ぃ層。

T.P。5の層序(第7図2)は、 ー層は表土層でパラス(砕石)を主体に構成される締りが良い客

土層。江層は客土層で、 耳a層はにぶい黄橙色(ー0YR7/4)。細かぃ切込み砕石とシルト質砂。締

りが良い客土層。 立b層は黒褐色(ー0YR3/2)混土砂層。基質は皿層と同一礫を含む。締りが良

い土層。 立c層 客土層。 にぶい黄橙色 (ー0YR6/4) 砂層。 締 り は良い。

m層は遺物包含層で黒褐色(ー0YR3/2)混砂土層。礫及び貝殻を含む。また`部分的に軽石

及ぴ枝サンゴを含む。炭化物及ぴ焼土が多く見られる。土器が出土する締りの良い堆積贋。

W層は漸移層。土色は暗褐色(ー。YR3/3)締りの無い砂層。V層以下は地山で、Va層は黄褐

色〈2.5Y5/4)混礫砂層。枝サンゴ及ぴ貝殻も含む。粗粒砂。締りが無く脆い。Vb層は黄褐色

2.5Y5/4砂層。枝サンゴゃ礫を殆ど含まない。粗粒砂。締りが無く脆い。

以上の成果を踏まぇて、平成25年度に実施する調査区をT.P・ー ・2を中心とした地域を ー地

区、T.P.5を中心としT・P・4に及ばなぃ地域を江地区として`工事対象地となっているT・P.3・
4の地域については、 これまで実施された工事立会の状祝なども勘案して本調査対象地域か

らは除外した。
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。 (鵠ー/30〉 _m
第7図 平成 24 年簾試掘諷査断⾯図 國

第4節 平成25年度試掘調査概要

本調査を進める中`現在市教育委員会で把握している溝原貝塚遺跡範囲の東側において`遣
跡の広がりを確認する必要が生じた。当該地域については、平成25年ー月6 日から ー月ー0日ま
で試掘調査を行った。事業は市教育委員会主体事業(文化庁補助事業、市内遺跡発掘調査)とし
て実施されたものであるが、本調査地域の調査範囲の決定などに資する成果でぁるという性格
上、概要を記して報告を行う。

設定した調査区は、名護市東江258-4/263に2mx2m=4鹸の試掘調査抗を6箇所設定し

て調査を行った。なお、試掘調査抗のNQは前年度調査抗から連番としてT.P・6ヵゝらT・P.ーーを付
した。T.P.6ヵゝらT.P.8では遺物包含層は確認されなかったが、T.P.9カゝらT.P・ーーで一部撹乱を

受けていたものの遺物包含層を確認することができた。以下T.P.9ヵゝらT.P.ーーについて詳述す
る〟

T・P.9の層序(第8図5〉は以下のとおりである。 ー層は現代の表土層で黒褐色(ー0YR2/3)を
呈する巨礫混じりの客土である。土は固く締まっている。耳a層は暗灰黄色(25Y4/2)を呈する

粘質土層で、小礫を少量含む土が固〈締まった堆積層である。旧耕作土と考えられる。立b層は

暗オリーブ褐色(2・5Y3/3)を呈する混土砂層で、ーcm前後の小礫を多量に含み土は固<締まっ
てぃる。また、全体的に鉄分にょる沈着が見られ鉄分の塊を多量に含んでいる。虹層はオリーブ

褐色(2.5Y4/3)を呈する土の締りが弱い混礫混土砂層で川原石が少量混じる。N層はオリーブ

褐色(2.5Y4/4)を呈する締りの弱い混礫砂層で、大小様々なサイズの川原石を大量含む。
T.P・ー0の層序(第8図6)は以下の通りである。 ー層は現在の表土で近現代の土木工事等の影

_ーヮ一



響を強く 受けた攪乱層 第2表 平成 25 年度試掘調査出土遺物一覧
である。土色は黒褐色
0YR2/3)を呈してお
り、土は固く締まってい 誉 烏邱
る。立b層は暗オリーブ 不明 晰
褐色(2.5Y3/3)を呈す 霊
る混土砂膚で、全体的に 不明
鉄分による沈着が見ら 〝明
れ鉄分の塊を多量に含 縄
んでいる。T.P.ー0では断
面で立a層を確認するこ
とはできなかったが、調
査中には僅かに残る江a 陶
層を確認している。

T・P.ーーの層序( 8 図
4〉は以下の通りでぁ
る。 ー層は現代の表土層
で黒褐色 (ー0YR2/3) を

呈する。巨礫混じりの客
土で土は固く締まって
ぃる。立a層は暗灰黄色
(2・5Y4/2) を呈する粘
質土層で、小礫をわずか
に含む土が固く締まっ
た堆積層でぁる。
旧耕作土と考えられ

る。江b層は暗オリーブ
褐色(2.5Y3/3)を呈す
る混土砂層で、 ーcm前
後の小礫を多に含み
土は固く締まっている。
また、全体的に鉄分に
ょる沈着が見られ鉄分
の塊を多量に含んでい
る。m層はオリーブ褐色
(2.5Y4/3) を呈する土
の締りが弱い混礫混土
砂層で川原石が少量混
じる。

分顕 器形 縄位 TP. 5 TP・ 6 TP^

不明

薦

‡
土
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沖
鸞
璽
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贄
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薔
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響
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衛
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汁
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蚕 串

_ーg_



以上の成果を踏まえて、平成25年度に実施中であった構原貝塚の発掘調査について新たに凪

地区を設け、契約期間中でぁったことも考慮し、年度途中で本調査地域に組み込み記録保存調
査を実施している。
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第4章 調査の成果

第ー節 ー地区の調査成果

ー地区は調査域西側にあって北側は名護博物館、南側は名護年金事務所に隣接する。当該域

は古く から名護行政の中心地として行政機関が集中する地城であった。ー695年(元禄8年) に
東江原の銭川森の南麓にあった名護間切番所が、現在の名護博物館が位萱する場所ヘ移転し

たと伝えられる。明治4ー年(ー908)の「島嶼町村制」により名護問切番所が廃止さゎた後も、番

所跡は旧名護町役場ゃ旧名護市役所として利用されてきた。 ー地区として発掘調査を実施し

た地点には明治22年(ー889)に国頭地方役所が設置されている。明治29年(ー896)の郡区編成

に伴い国頭郡役所へ改称されたが、大正ー5年(ー926)に郡制が廃止されるまで地方行政の中枢

機関として機能した。その後、国頭郡役所跡は第三土木工区事務所や国営職業紹介所などとし

て利用されていたが、昭禾ロー7年(ー942)に国頭地方事務所として復活している。この様にー地

区を含む一帯は長年に渡り様々な行政機関が設置されており、地方行政の中心地として機能

してきた経緯がある。

ー地区の調査は大きく南束区/南西区の2つに分けることが出来る(第9図)。調査の行程は

東から順次実施し`南東区/南西区の調査終了後にそこを迂回路として北側の既存道路部分

の掘削を行った。

層順は試掘調査成果を鑑みてー層の表土、 立a層/耳層の包含層とし、 立b層は江層と班層の

中問層にあたる無遺物層で、皿層は地山となる。立 a…ま客土ではないが`近代の遺物を含む

包含層として後述するSB0ーのコンクリート製構造物に伴ぅ堆積層と考えられる。なぉ` ー層
の表土層はパックホーを用いて除去したのち調査を開始している。

遺構の残存状況は決して良好なものとは言えなぃが、いくつかの特徴的な遺構を検出する

ことができたので以下、層序およぴ遺構について詳述する。

ー 基本層序
ー地区で確認された層は、近現代の構造物建簗ゃ土木工事などにより大きく攪乱を受けた

造成層と、近世からグスク時代・貝塚時代後期の遺物を包含する堆積に大別できる。基本層序

(第ー0図)は以下の通りである。

ー層‥現代の表土層および近現代の開発に伴う造成層。バラスゃコンクリート片、ガラス片、

赤瓦など近現代の鸞物を多数含む。土色は基本的に暗褐色(ー0YR3/3)であるが、地点によっ

てはにぶぃ黄褐色(ー0YR4/3〉ゃ黒褐色(ー。YR2/3)といった土色の土も混じる。土は固く締

まっている。

虹a層‥黒褐色(ー0澱2/2)を呈する混砂土の堆積層で土の締りは弱い。コンクリート製構造物

ゃ礎石基礎の直下に見られる他`S-20グリ ツ ドより西側では全域に存在している。客土ではな

いものの近現代の開発や土木工事によるものと思ゎれる破壊を受けている。大小の礫片を多

数含むと共に近現代の遺物の他、青磁ゃ本土産及ぴ沖蝿産陶器、貝塚時代後期土器も少混じ

る。

立層‥黒褐色(ー0YR2/2)を呈する混礫混砂土の堆積層で土の締りは弱い。近世の遺物のほ

かグスク時代ゃ貝塚時代後期の遺物も含む包含膚。貝殻や枝サンゴを僅かに含む他、 ーcm~

5cm程の礫が混じる。 ー地区のS-2ーグリ ッ ドより東側の全域に存在するが、大部分で近現代の

開発おょぴ土木工事にょる破壊を受けている。だが、グスク時代ゃ貝塚時代後期の遺物が主体
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ー地区南東区遺構所見表ー地区南西区遺構所見表
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となる地点も極僅かだが存在している。
囁b層‥暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)を呈する混土砂の堆積層で土の締りはゃゃ弱い。小貝を少
量含むほか、地点によっては軽石を多く含む。
m層‥白砂層。海砂の堆積層と考えられ調査区全域に見られ、m層上面を掘込む形で複数の遺
構が確認されている。小貝ゃ枝サンゴを少量含む。土色はにぶい黄褐色‥0YR7/4)を呈し、土
の締りは弱い。
N層‥混礫砂層。 ーcm~5cm程の礫ヵゞ少‥混じると共Gこ大の枝サンゴを含む。土色はにぶい
黄褐色(ー0YR7/4)を呈し、土の締りは非常に弱く脆い。

なお、出土した遣物を回収するにぁたり、第立層最上面から0~ー0cmの範囲を「立上」層、
ー0~20cmを「江中」層`20~30cmを「立下」層、それょり下層で虹層上面直上にあたる部分を
「耳最下」層、班層最下部より出土した遺物を「虹下」層として回収している。
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2 遺構
ー 地区ではSB(近代建物跡) ー 基、 SE(古井戸) ー 基、 SK〈土坑) 72基、 SL(炉跡) 7 基、 SP(柱

)ー0基、AB(獣骨埋葬土坑)4基を確認した。これらの多くは近現代の開発に伴う破壊を受け

ていたが、特徴的な遺構をいくつか検出することができたので以下に詳述する。

(ー) SB。ー

ー地区東側のR_2ー/S・2ー/T_2ーヵゝらRー24/Sー24/T_24にかけて耳層より検出され

た、コンク リー卜製の礎石群およぴ長方形を成す基礎部分にょって構成される建物跡。検出面

は立a層。確認された礎石数は28基で、 ー問の幅は概ね65cm~75cmでぁる。前項でも述べた

ょうに、当該地にはー889年に国頭地方役所(後に国頭郡役所に改称)が設置されており、役所

の廃止以降も第三土木工区事務所ゃ国営職業紹介所などの公的施設として利用されてきた経

緯がある。このことヵゝら`SB0ーのコンクリート製構造物はこれら行政機関の建物跡との関連

/攪 乱

凡 例

b b ,  ロ コ ンク リ ー ト

ー ー _
EL酔.叩m 一 ー ー_) 確石盧跡

~_祠

EL=3.00… ー `_'

。 (S=ー/ー叩) 需m第 ーー 図 SB。ー 遺檀詳細図 』
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が想定される。また`T_2ーおよびT-24より方形のコンクリート製構造物が検出されてぃる
が`これらも建物跡に伴う遺構でぁると推察される。

(2 )  AB。ー プタ埋葬土坑
S-ー9グリ ッ ドの北側で、長軸54cm`短軸35cmの楕円形の深0cmの浅い土坑にブ夕を

埋葬した遺構である(第ー2図ー)。獣骨以外の共伴遺物は含まれていない。頭位方向はほぼ真南
で頭部前後足ともに西方に向けているところから右側体部を上にして埋葬されたと推定され
る。

検出面は凪層で、黄褐色砂層で枝サンゴ、軽石及び貝殻を含む締りの無い層を掘り込み、遺
構内には黒褐色(2.5Y3/2〉の締りの無い砂層が覆う。本獣骨の時代は周辺の遺構との関係か
ら近代、遡っても近世と推定されるが共伴遺物ゃ遺構の切り合い関係などから年代を推定す
ることが困難であることから、骨から直接炭素ー4年代測定を実施し、暦年較正年代(2 。)で
CaーAD L275~ー,308の結果が得 られている。

なお、A80ーからAB04の骨の同定所見については第5章第4節、測定した資料の理化学的分

析の結果の詳細は同章第3節に詳述する。

(3 )  AB。z ブ夕埋葬土坑
T-ー9グり ツ ドの南東側で、長軸70cm、短軸44cm`深さー5cmの円形の土坑にブ夕を埋葬し

た遺構でぁる(第ー2図2)。獣骨以外の共伴遺物は含まれていなぃ。頭位方向はほぼ南で、 前者
A30ーとほぼ類似する。

検出面は肛層で、締りの無い黄褐色砂層を掘り込むように形成されており、遺積内には黒褐
色(2.5Y3/2)の締りの無い砂層で覆われている。

本遣構については、検出状態を切り取り保存することを目的に周辺の地山を掘り込んで埋
葬状態で切り取りを行ったため、土坑下面の状況等については不明だがAB0ー同様浅い土坑と
推量される。

(4 )  A503ィヌ埋葬土坑
T-20/2ーグリ ツ ドの北西で、長軸7ーcm、短軸5ーcmの円形、深さ23cmの比較的深い土坑に

イ ヌを埋葬した遺構でぁる(第ー2図3)。獣骨以外の共伴遺物は含まれていない。後足が土坑上
面へ向かい、腰を折り曲げるよぅな形で土坑に埋まっており、屈葬のような形をとる。
検出面は皿層で、締りの無い黄褐色砂層を掘り込み、遺構内には黒褐色⑫5Y3/2)の締りの

無い砂層が覆う。他の獣土坑同様遺構との関係から近代遡っても近世と推定されるが共伴遺
物ゃ遺構の切り合い関係などから年代を特定することは難しい。骨から直接得られた炭素ー4
年代測定値は暦年較正年代(2 。)でCa麒D ー,643~ー〟669の結果が得られてぃる。

(5〉 AB。4 ブ夕埋葬土坑 (旧称ABー6)
T-ー9グリ ッ ドの南東側で、長軸60cm、短軸34cmの楕円形`深さ ー0cmの浅い土坑にブ夕 を

埋葬した遺構である(第ー2図4)。獣骨以外の共伴遺物は含まれていないが、頭蓋に沿った配置
でマガキガイを据えたような状態で検出さゎているが、本遺構の周辺からは一般的に得るこ
とのできる貝類であるため意図的な据え付けか、偶発的なものかは判断できない。頭位方向は
ほぼ真東で、いわゆる仰向けの仰臥伸展葬の形熊をとる。検出面は虹層で、締りの無い黄褐色
砂層を掘り込み、遺構内には黒褐色(2.5Y3/2)の締りの無い砂層が覆う。
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(6 )  s ・ T・ー8 ・ ーg グリ ッ ドの⼟坑群
SL34 (旧 SP34) およぴSL35 〟 …
(旧 SP35) の土坑炉群 \ >
SL34およびSL35の土坑跡で` 用途と し ヽ ̀  \ SLgs

ては炉等の火床と考えられる。いずれも虹 x‥z ' 【)
層上面で検出されており、土坑内は黒褐色 * ノ SL44(7・5YR /3)を呈するゃゃ固く締まった砂 、 SL34 SL43
層で川ゎれてしゝる。土婆こ轟ま少の貝と共 ヽ ~
に軽石が多く含まれていた。 攪乱 ヽ~~-

SL34はS_ー8グリツド北側に位置し長
軸70cm、 短軸36cm、 深さ20cmの浅ぃ土 唇
坑で覆土には多量の木炭が含まれていた。 { 型〝
土坑内からは貝塚時代後期のくびれ平底
土器の底部(ー002)と土器胴部片3点が出
土`白磁小杯口縁部ー点(ー003)、赤瓦体部
ー点が出土した。植物遺体は計33( /片)が確認された(第5章第2節)。ー00ーは後期土器の
胴部片と考えられる外面の調整は粗放で、粘土接合痕が容易に鰯察できる。内面は工具調整と
考えられる痕跡が縦走する。ー002はいゎゆるくぴれ平底土器の底部破片で底径は6.7cmを測
る。外底面中央は若干上げ底状となり底面の外側が平滑になる以外は器内外面ともにナデ調
整が徹底せず粗放な仕上げとなつている。ー003は白磁杯の口縁でロ縁外面に若干釉がかから
ずに露胎となる部分があり粗製の製品でぁる。小片のため特徴に乏しく`産地・年代等につぃ
ては留保する。土坑内覆土からは新しい遺物も含まれるため、遺構を貝塚時代後期に比定する
ことは難しい。

SL35はS-ー8グリツ ド北東側からT_ー8グリツ ド南東側にかけて位置し、長軸60cm、短軸
39cm、深さー〇cmの浅い土坑で覆土には木炭が含まれていた。遺構内に人工遺物は確認されて
いない。出土した炭化材の年代測定およぴ植物遺体回収を目的とした土嚢サンプリ ングの結
果、 炭化材はcaーADー 55ー ・ caーADー634 (2。) の測定値が得 ら れて いる (第5章第3節) 。

〇〝〝〇‥ 』 『
第 ー4 図 軋34 出⼟遺物 。 撻ー 3 ー0伽

第 ー3 図 sL34 ぉよび 乱35 遺檀詳細図

SL43 か らsL47
(旧 SP47)の土坑炉群

SL43/SL44/SL45/SL46/SL47 (旧SP47) か ら 成る土坑炉群。 皿膚上面で検出 さ れて

おり東西に列状に並ぶ(第ー5図)。
SL43はS_ー9グリ ッ ド北西に位置する長軸30cm、短軸ー8cm、深さー2cmの浅い土坑で黒褐

色(ー0YR3/2)を呈する締りの弱い混砂土層で覆われている。覆土には焼土が混じるほかー~
2cm程のノjヽ卜ゃ多の貝、獣骨ゃ軽石、木炭も含まれていた。土坑内からは貝塚時代後期土器
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胴部ー点ゃ中国清代青花底
部ー点、近代磁器杯完形ー

点を含む32点の遺物が

回収されている。
SL44はS-ー9グリ ツ ド北

西に位置し長軸35cm、短
軸35cm`深さー9cmの浅い

土坑で黒褐色(ー0YR3/2)
を呈する締りの弱い混砂土

層で覆われていた。覆土に

は焼土が混じるほか貝と共

に軽石が含まれていた。土
坑内から人工~物は確認さ

れなかった。
SL45はS-ー9グリ ツ ド北

西に位置する長軸5ーcm、

短軸39cm`深さ20cmの浅

〇 攪 乱

SP38 '

SL46
SL43

SL4S SL糾

第 ー5図 銑43 から SL47 の⼟坑炉群遺檀祥細図 鵬縄

い土坑で0YR3/2)を呈する締りのよい砂層で覆ゎれていた。覆土には焼土が混じる

ほか貝と共に軽石が含まれていた。土坑内から人工遺物は確認されなかった。

SL46はS_ー9グリ ッ ド北西に位置する長軸7ーcm、短軸54cm、深さ65cmの深い土坑で黒褐

色(ー0YR3/2)を呈する締りのよい混砂土層で蝿われて~ゝプ』土には焼土が混じるほか貝と

共に軽石が含まれていた。土坑内に人工遺物は確認されていない。

SL47は Sーー9グリ ッ ド北西に位置する長軸67cm、短軸60cm`深さ40cmのやゃ深ぃ土坑で

2点の巨礫が含まれていた。覆土は主に焼土で i 層から迅層に分層できるが、いずれの層から

も人工遺物は出土しなかった。 i層は暗褐色〈ー0YR3/3)を呈する固く締まった混砂土層で、

約 ーcmカゝら約20cmの大小様々なサイ ズの礫と共に枝サンゴゃ貝、軽石が混じる。また、礫ゃ

枝サンゴには焼けた跡が見られた。 丑層は黄褐色(2.5Y5/3)を呈する締りのよい砂層で、貝の

ほか僅かに礫も混じる。迅層は暗褐色(ー0YR3/3)を呈する固く締まった混砂土層である。

SKー ーーー 〈旧 SKー ー) およぴ$Kー ーー2
Sーー9グリ ツ ド南東側【二イ立氾する土坑で土は全体的

に焼土が混じる。検出面はいずれも虹層である。当初は一

つの土坑と考え出土T物もSKーーとして取り上げていた

が、調査の進捗に伴いSKーーの下層より新たに土坑をーか

所検出した為、外側の大きな土坑をSKーーーー、内側の土坑

をSKーー-2として各遺構別に遺物を取り上げることとし

た。

SKーー_ー(旧SKーー)は長軸ー92cm、短軸ー85cm、深さ ⑪

22cmの浅い土坑で覆土は黒褐色 (ー0YR3/2) を呈 し、 第 ー6 図 SKーー/SKー卜2 遺構詳細図

所々に焼土が混じるゃゃ硬しゝ褌少層で蝿ゎれてしゝる。土

からは清代滝州窯系青花口縁ー点(ー004)、銭貨3点〈ー006・ー007・ー008)のほか赤瓦体部5
点、沖纏産施釉陶器ー7点、本土産近代白磁口縁部ー点`アカムヌー胴部ー点、類別不明染付胴部
ー点の計3ー点が出土した。SKーー-2は長軸ー00cm、短軸87cm、深さーーcmの浅い土坑で黒褐色
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SK57_2はR_2ーグリッ ド北側ヵゝらSー2ーグリッド南側にかけて位置し、220cm、短軸

ーー5cm、深さ34cmを成す。検出面はSK57底部。覆土には黒褐色(ー0YR3/2)を呈し枝サンゴ

ゃ貝を多く含む締りの弱い砂層が堆積する。獣骨のほか貝塚時代後期土器ー点、類別不明白磁

ー点が出土している。

SK57ー3はR・2ー北側に位置し、長軸80cm、短軸40cm、深さ29cmを成す。検出面はSK57底
部。覆土は黒褐色(ー0YR3/2)を呈し枝サンゴゃ貝を多く含む締りの弱い砂層が堆積する。沖

績産陶器35点、陶器製煙管雁首ー点、肥前染付碗ー点を含む計42点が出土している。

SK57-4はR-ー9束側か ら R_20西側にかけて位置 し、 長軸ー00cm` 短軸55cm、 深さ24cmの

浅い土坑。検出面はSK57底部。土坑内は黒褐色(ー0YR3/2)を呈し枝サンゴゃ貝を含む締りの

弱い砂層で覆ゎれている。人工遺物は回収されなかった。

。

第 ー9 図 SK57ノ$K57・ー 出⼟遺物



(8 )  Q-ーー グリ ッ ドの集石遺構
SK90

Q-ーーグリ ッ ド南西側に位置しており90cm、短

軸ー35cm、深さ46cmの南北に伸ぴた長楕円形状を成

す巨石の集石遺構である。検出面は皿層で暗オリープ褐

色(2.5Y3/4)を呈する締りのよい砂層が堆積する。出土

した集石の殆どは琉球石灰岩で、一部には石垣石材と目

される加工した石も認められる。 ー地区南西区は名護博

物館の駐車場として利用されている地点であるが`本章

第ー節でも述ぺたように、かつて国頭郡役所として利用
されていた経緯がある。そのため今回出土した石垣石材

が国頭郡役所に伴う遺物でぁる可能性も考えられるが、

原位置で遣構として検出されていないため、断定できな

い。遣構覆土には貝ゃ獣骨おょぴ木炭と伴にガラス片等

の現代遺物も含まれていたが、貝塚時代後期土器片ー

点(ー023)、青磁無鏑蓮弁文碗(W-V類か?)口縁部ー点

(ー024)、中国青花小杯口縁部ー点(ー025)同清代の青花

碗口縁部ー点(ー026)、同底部ー点(ー027)`沖綿産無釉

陶器碗口縁部ー点(ー028)、同襦鉢ロ縁部ー点(ー029)を
含む計ー7点の人工遺物が出土してぃる。

` ~

第20図 SK

第 2ー 図 SK90 出土遣物

3 ー地区出土の遺物
ー地区で回収された遺物は第3表に示した。貝塚時代後期、グスク時代、近世琉球及ぴ近現

代の多時期にわたる様々な遣物が出土してぃる。以下、前節までに紹介できなかった遺構覆土

出土遺物を第22ー23図に、包含層出土遺物を第24~27図に掲載した。以下、個別の出土資料に

つぃて紹介していく。

SE9ーは西側で検出された井戸跡である。井戸内には瓶などが含まれ戦後の廃棄と考えられ

る。遺構内から検出された主な遺物を第22図に図示した。ー030は土器の胴下半部分で、粗い

石灰粒が混和材として用いられており、近世期の先島地域の土器と推定される。ー03ーは沖縄

産施釉陶器で白化粧に透明釉を施す小碗で、見込みは蛇の目釉剥ぎとする。ー032は沖繩産無

一3ーー



釉陶器の底部で、器種は不明だが壺ゃと考えられる。ー033は軒丸瓦の無紋の軒部分。ー034
は黒い円形の石製品で碁石と考035は沖績戦時に米軍が用いたと考えられる銃剣
で`刀身は両刃で全長52cm`刃長39cmを測る。柄は樹脂製で`その特徴からMー905銃剣(俗称
ー942Bay。net)と推測される。ー942~43年の間に製造され、太平洋戦争で米軍によって使用
されたものとされる。なお、刀身の柄側に刻字が見られ「UロH」と判読でき、ロは文字の上半
分が確認できるのでFもしくはEと推定される。製造メーカーにUni。n F。rk and H。eとい
うメーカーが存在するので、当該メーカーの頭文字かと推察される。

SP04-2はT-20で検出された小さな落ち込みで、落ち込み内より貝鍾(ー036)が出土してい
る。SK08はT_20で検出された浅い土坑で、中国褐釉陶器の底部〈ー037)がー点のみ出土して

いる。SKー2はR・22/23で検出された土坑で青磁皿の底部(ー038)ほか、沖綿産陶器胴部ー点・
本土産類別不明染付胴部ー点が出土。SKー3はS-22で検出されたゃゃ深い土坑で、煙管の雁首
〈ー039)ほか`沖縄産陶器胴部ー点・赤瓦体部ー点・本土産近世陶器碗胴部ー点が出土。SKー5
はS_23で検出された浅い土坑で`貝塚後期後半の土器口縁(ー040〉及ぴ胴部(ー〇4ー)が出土す
る。AB04(旧称ABー6)のブタ埋葬土坑上面より青磁碗ロ縁(ー042)が出土している。SK29は
S-22/23で検出された土坑で`白磁小杯(ー043)、肥前磁器の染付底部資料(ー044)が出土。後
者は見込に目痕が残る特徴等よりー8世紀頃の製品と推定される。SK42はS/T-2ー~23にかけ
て確認された大きな落込みで、中国の明代青花磁底部(ー045)等が出土、肥前染付の口縁資料
〈ー046)はー7世紀後半頃の製品と考ぇられる。SK49とSP50は重複しSー22で検出された土坑・
ピツ トで、肥前陶器皿(ー047〉でー7世紀後半頃の製品、他にグスク土器底部資料U〇48)が出
土している。両者の遺物の年代観と切り合い関係は整合的でなぃことから、両遺物とも近世以
降に構築された遺構鬱二廃絶時に蝿土鬱二混入した物と推察される。なお、後者グスク土器底部
資料には、第5章第ー節で詳述するように土器胎土中に多量のァワの圧痕が確認されている。
SK56はSー22で検出された土坑で、粗製の青磁碗口縁(ー049)が出土する。SK66・67は平成24
年度試掘調査時の調査区にょって改変を受けているが両者とも土坑と推察される。SK66ヵゝら
青磁の瓶等袋物の胴部(ー050)、SK67からは青磁W類ロ縁部(ー052)およぴ中国青花磁の杯底
部(ー052)等が出土している。SP72_ーはS-23で検出された土坑および土坑下面で検出された

ピッ トで貝塚後期の土器口緑部片〈ー053)が出土している。SK76はS・24で検出された土坑で、

大部分を攪乱坑にょって毀損する。青磁碗底部(ー054)が出土する。
SK89・94はいずれも調査区西側で検出された近現代の遺物を含む土坑である。SK89では

沖蝿産無釉陶器の儒鉢底音飄〈ー055)、図上復元可能な鉢(ー056)ほか沖産陶器、本土産近代磁
器などが出土している。SK94では沖繩産施釉陶器の灰釉碗の底部資料(ー057)が出土する。
包含層及ぴ表土や攪乱から出土した遺物は、第24~27図に図示した。
ー058~ー074は土器で`ー058~ー062は貝塚後期前半の尖底土器群に分類される資料と考え

られる。ー063~72は貝塚後期後半の平底土器群に分類した。ー073・ー074はグスク土器の底部
資料である。ー075はカムイヤキ須恵器で胴部の小片が本資料も合ゎせて2点出土している。
ー076~ー098は青磁で`特徴的な資料のみ紹介する。

青磁の分類は沖繩分類(瀬戸ほか2007)を参考にしている。m類と目される資料は無く、W
類と考ぇられる口縁小片が幾つか出土`ー076は無鏑の蓮弁を体部にへぅ彫りする資料が出
土。ー077・ー078は無文外反碗のロ縁資料でNないしはV類と考えられる。V類と目されるの
は、ー079・ー080の雷文帯碗の口縁資料等`Wから皿類と目される資料がー083~ー。85の細蓮

弁文の資料である。ー092・ー093は腰折皿で図上復元可能な資料である。ー095は盤底部、ー096
は内外にへラ彫りの蓮弁を描く杯`ー098は見込に擢目が認められ橿鉢の底部である。ー099~
ーー02は白磁で、ー099はー4世紀頃の資料と目されるC群2のいわゆるピロースク夕イプの碗
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ロ縁資料。ーー00はE群と推される。ーー0 ~ ーー04は清朝磁器と推定される白磁の碗皿ロ縁資料
でぁる。ーー05~ーーー4は粗製の青花磁器で多くは清朝期のものと推定される。ーーー5は瑠璃釉型
造りの小杯で徳化窯の製品と考ぇられる。ーーー6・ーーー7は中国褐釉陶器、ーーー8は夕イの褐釉陶
器のロ縁部である。
ーーー9~ーー33は主に肥前の本土産の近世陶磁器である。ーーー9は肥前の染付碗で雲竜文を胴

体部に描き、ーー20は同一個体ないしは同種の製品で`特徴からー7世紀後半の生産年代と考え
られる。ーー2ーは初期伊万里の製品でー7世紀前半の染付碗底部。ーー22は瓶等のロ縁資料、ーー23
は染付瓶の胴部資料で網目文を配する夕イプで、ー7世紀後半以降の生産年代で沖絹でも出土

例として一般的な資料である。ーー24は染付瓶胴部。ーー32・ーー33は肥前染付磁器の皿。ーー34は
近代本土産染付磁器、瀬戸で生産されたものかと推定される。ーー35はー7世紀後半~ー8世紀前
半の京焼風陶器。ーー36は肥前陶器碗底部でー7世紀代。ーー37・ーー38・ーー39は肥前陶器銅緑釉の

碗・皿、ーー40は肥前陶器の鉢ロ縁で小片だがーフ世紀後半頃の製品と推される。
ーー34~ーー5ーは沖縄産陶器である。ーー34~ーー40は施釉陶器で、ーー37は灰釉、ーー34・ーー36は

白化粧後透明釉、ーー35は鉄釉を施釉する陶器碗。ーー38は黒釉を内外面に施釉見込を釉剥ぎす

る資料で、底裏面に墨書を認める。ーー39は白化粧後透明釉体部を面取する杯。ーー40は褐色の釉
を器外面に施釉後`胴部に黄釉の丸文を配置する。ーー4ー~ーー46は無釉の焼締陶器で、ーー4ーは

火取等の筒型のロ縁、ーー42~ーー43は壺ーのロ縁、ーー45は胴部を透かし彫によって装飾する

器のロ縁、ーー46は水鉢の口縁部資料である。ーー47~ーー5ーは陶質土器で、ーー47は蓋、ーー48は鍋

の口縁、ーー49は燈明皿と考えられロ縁に煤が付着する。ーー50・ーー5ーは火炉のロ縁と考ぇられ

る。

第 22 図 SE9ー 出⼟遺物
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52・ーー53は砥石で`前者は攪砥石、後者は携行用の提砥の破損品で、逆Y字状に紐通し孔

を穿っ。ーー54・ーー55は黒色の円盤状の石製品で碁石等の遊戯具と考えられる。ーー56は本土産

近代染付を円盤状に打ち欠いた製品。ーー57・ーー58は硯で`前者は縦7.7cm`横4・6cmの小型の

石製の硯で、墨池部分の底に朱泥が残る。後者は人造石の硯とみられ、上端部を欠損する。 ーー59は
金属製の管、ーー60は煙管吸いロである。ーー6ー・ーー62は石製の煙管雁首で、ーー63は陶製の雁首
である。ーー64~ーー66は銭で本地区からは先に紹介した遺構の資料を含め総数6点が出土し

ている。ーー64は宣和通宝で中国北宋(初鋳年ーーー9年)の折二銭である。ーー65は成平元宝で北宋

(初鋳年998年)。ーー66はー/4程度欠損しているうえ文字も判読困難でぁることかち銭種は不

明である。
ーー67はSE9ーで出土したMー905銃剣(ー035)とほぼ同品である。鞘に入っているがX線撮影

の縄察により両刃と考えられる。刃長は鞘に収まるため推算28cm、鞘に入れた状態の全長は

4。cmを測る。第二次世界大戦時に製造された米軍の装備にMーガーランド自動小銃向けに開

発された、Mー銃剣(Mー Bay。net)が本出土品と同品と推察される。

第24図 ー地区出土遺物ー
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第5表 ー地区遺物観察表 (2)
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第6表 ー地区遺物観察表 (3)
囲 掲繊 ' =径 器癌 底慢 _` , -_ . _ _ 仙
図版 椒 棚ー 分輌 雛簾 都位 【馴) (蜘) (叩) 地区 リ 丿 ト 魎序 遺債 ー翼ヵ 怖

^ _[{g  伽喘_ 萱{・r{ { __寵ー{ ‥〟 _s〟。 {_  { 一 ーm[ぇ 『〟ーg { { "』 _ 二 _ 一 {

{ ‥g。 剛髑 咄 麟 底縄 一 { 二 { { }{  {縄麟: R_`g "“  一 { ___

‥2】 肥酌磁器 { 萱叶_ {碗 厳部 {{ 二 」 萱.。 ー地区 R-‥ ー』 _ _ 士 一一
{ugz  n麟 不m { { {縄_ {ロ縄_ s〟g _ { { 二 { _ー麟 {‥w_ ー __ { _一_

__ー2:' 縄麟 { 髑{ {縄{ 剛 _ { ニ一 { _ー _ _地麟 { 『{z_ { 性 { { 二 { { {一{

旦2【ー_ 肥馴磁器 _ 塁{・†_ { _{堕 _ 咀飾一 二 _ ⼠ _ 一 ⼠ _ ー控仄 …_9~2ー =最下_ _一_ _ー一
〔唖 肥欝,雛器 染什 ⽫ ロ縄_ { ー鱒{。 { 一 _ 二 _ ー地[鱒 { 萱ーg { =量} _ _二 _ _ 土 {
_ 〟拷e 肥前磁雛 { 欝{L { ⽫ ‥麟 { 土_ { {ー _ 亡ー 縄[{ s-2ー { _ n』 _ _ 二 _ _ 〔

【附 _ {{ 〝 _ T~ー9 ーー ヒ _ _]萱_ 舶雌 _麟_ ~,〟m }。.萱 ブ ___  プ上g_ ー縄[{ ー__ _g _ _ ~ _ _ _ __

…8 肥亘洲離 _ 區蠣風 _魎_ 嘩師{ 亡 _「 _一^ 丿〟2 '塙区 L 〝二… _ 」 _ 一 ⼆ _~_
_ー控 雁』'j闔器 不明 _ 一鰯一 { 些魄_ _ 二 _ {{士 _ 璽髏 _ ー些憧` s-20 =基 _二 一 _ 二 `

坦n { 肥"=陶壹麟 鯛縄釉_ { _碗_ 璽部{ { 二 { 二一 一 』s一 {欄鍾ほ 萱22_ _ 畦{ _ 二 { __
『 gg_  伽鵬 { 旦鱧 鱒一 g縄一 _】』。 一 __  ~ { {ー鱒は 縄{ { 触 一 { ニ { { _

〟32{ 肥前陶器 { 亘縁量 _ 一皿{ 塵_飾_ _二「 一: 一 』。一 {ー地縄 」~2z _"〕= { { 二 _ _ 亡`
_ ‥33 肥前陶器 施軸陶器 欄鉢 旦瞰_ _ 二 _ _一 _一 ー埴僅_ 〕~2L 璽中 _ 一 二 一 一_ 一

沖靴産 _ _ _ 一 一m〟 剛幟 _ 白麟 _ 『_ _ブ底鱒 _ _ _ }.。 ー鱒[縄 〔】g_ _ ーL上_ _ ” _ _ _

驚柵 { 坦s{ ”鐘腑髑 縄‥ } 萱* 〕 _ 縄{ 壷形一 { 咀一 s{q { {誰n { ー雛縄{ 州 "a { _{ { 一一一

{ ー]g6{ ”塞蝕咥雛 { 臼化被 _ 農 ロ縁{ ー3~{⑬ _一一 _ {一{ {ー地凶 { 萱_L _ 』a_ 一二 _ 一 二 __
}ー37 ”施柚瞳離 { 」友檜{ {{  _疇_ 』支雛 { ニ { {ー一 」 』{ 一 [地M T・ーs { 〟j 「 _ 亡 { _ [ 〕
』鵠 ”鱒杣剛 { 剛他」 一麟{ { {剛 ぇ {ー { 卜 丑a{ { ー控【鱒_ 』-m { { "{萱一 一 ニ {{  `一_{
gsg  ”縄杣触 { 臼化萱ヱ {小鱒 誰形{ _ 『{s {‥  { { 』.。{ { ー鱒_({ 」〟_g{ 〝 {: { 二 { {一{ {

_ …0_ ”獏唾陶器 一 _唾_ 巌艶 ナ 一-_ 」 」_8_ _ ー地[善 _不燗 不脾 _ て _ _ 二 _
〟〟ー{ ”麟麟{ {一{ 麟 n縄{ 】'〕_縄 一 _ {_鱒【縄士 {s_z』 {ー { { 一 { __

…2 鯱沖鰹尋 ー 犬韓 ‥緻 ‥・0 - 一 ー地区 R-2ー " ヒ _ ー

豆43′_ ”舞釉胸器一_ _一 ニ卜菫 _石塗一 =こ0 二ー二 _} 二ご一_ ′_i_′型[潅二 篁ー巴 垂上 _ _ 壬 二 ご 三 ~
…L 囁糟臓器 ー _ 一中童 〕 」ー煉一 _ ー9〟6 _ _一一 」 _一_ ー卿垂 T-2L _ 圧上」 ̀  ‥~一 一二 「
」Ms{ ”縄繪嚼麒 { {ー_ _ {不盟鱒 { ロ麟{ _ ー縄{ョ ̀  一__ _一 【縄[g _]_z〟g _ 但ュ一 一 ニ 一 一

』ー45_ ”鰭釉陶器 一 { 裁雛{ _「】煉_ gg_g _ ー { _ー_ {{ ー埜【{{ 」`2g "鮭F _ 二 一 _ 二 _
沖鱒産 _ _ _ _ ・ _ “

}mァ 剛魍 _ _ 萱 軸 ーぃ _ _ 「 _ '縄 _〝 ーg _ }〟_ _ _ _ 戸 _ _

ms ”剛賃t { 一 { 鷹_ {{ 」】縄 { ー萱.“ { _ {一{ { '地【{ 。>ーー n~  { { 二 { _ 二 _

ーMg “陶賓土器 プ て 璽〝ー嘱』L _ _湛雁 ‥ ' 2  _惟菫 3'。 戸 プ_プ _ [地匡 T′ー璽 " }二 __  _ _ て _

‥s。 ”禮妊器 { 一 { 火〟萱 ‥〟_ { 】}_・s{ _ { {一{ { ー{雛縄 縄 { 一ー 一 { {〔 { { 二 雛
‥5ー " 膚賃土器 一 火畑 ‥鯱 m_0 _ 一 ー地区 Q-ー2 “ 一 一

〝~′ ' ^ 〟さ‥ .‥52 f器 確石 _ 一 萱縄_二 璽二,5「寶 ' ”・ ' ” 2 " ー地区 T~22 囁 h 一 ー
一 一 _【 _ 一 _ _ 一 一 _ ~・ 一 一 一 _ _ _ 一 _ _ 一 } 一 _

~ _ 蛯さ ー.22鯱‥ー9椰‥L0 〝 _ _‥53 (】器 砥石 艶砥 一 厭〟 __ g“ ー糟区 囁ー22 囁」 プ

‥54 縄蝸 鮎 一 _ 萱量 萱ー萱“縄‥ '2鵠 縄 ‥〝~〝 」 ー地【鱒 陶 剛 ~ 一
_ 【 _ 一 一 一 一一 一 縄_ ^_ - - ー 一 一 一 一 一 一 _ _ 」 _ _ _ _ _ 一

‥55 石製晶 簾石 一 ⼀ 蓑翼 喜 言二彗“幡 : 2 '3  椰さ 〝 。~〝 ー地区 Pーー2 …ー _ ー

‥關 円臀状製品 _ _ _ 景墓魍ぢ2鬱:3」 陪み:鞠。.5 ー地区 礦晒 _ _ _

‥57  石製品 硯 _ _ 蓋真 巨 墓]亨3實 : 4 '7  席さ : Lー 】地区 R一ーs "齏 一 _

一 一 一 一 ′ 一 一 一 ` ′ { .  〟′ 一 ・一 一 一 ′ ′ 一 _ ′ ′ ′ ′ 寸
ー_ss 縄縄 縄 _ 量縄 ・ 讐~童“輻 ' 6 厚さ ~ 璽 {麟 s-z〈 L "”  一 一 」

杣團 {一‥sg 金驚璽品 ご賣 二 二 _ 一 二 { 巖萱: m 峡 m 7g { 』地区 」)-‥ 玉〟二 
【亡一二 

ゴ一_二
〈 = ー 、

〟縄 縄縄 縄 麟〟 _ 縄〟鵠麟 〝〟麟~_〟n“〝 
縄〕。 g 【}麟 縄 " 上 _ 「 _

一一一一一一一~一一一一 一_ _ _ 一_一一一一一」一一

{}~】 麟 縄 縄 一 鱒縄縄 縄麟 _ ー縄 "_〟 "* _ _
{ *{*{*{  _「}*{~二.〟『 一ナ*こ了 

{*  一一ー一ー「ー{
=62 石製儡 矩管 雁首~ ー 滋彗羅璽幟嚢嚇 茎葺糞血窒蓋“~ _'〝 ー地区 T〟2ー m ー _

一一__ 一一一一一一 _ ^〝 } __一_`_~ _一一一一一一一

】_~〟 峡 縄 麟 _ 〟縄⑪ 縄縄〕 _縄 縄 _ { _ 一

ー刷 巖賃 壽票萱}菫二 章量糞…g 完形 臓径・・ 3.0 嘔ー ̂  5~gg ー糟区 旧a ー 一 2=

‥G… 銭賃 戚〝蒋尤宝 鑑義ggs }憲,f彡 寸 ー′〔径 】 2・ 5 庶・ ‥ 3 髏鷺 ー 地区 T^23  囁 ー‥ ー ー

〕】疆 _ 鍾_賃 一ロ璽鱒蓮 _ ご 主〝随褻緻づー産蓬〔蓼ラ壷葺_至璽訂 「 「 【_ ープ埴唇 T喜3 "亘 ププ二一プ二 _戸 三__
‥67  鯱剣 ー ー 一 令長 : 40 ,0  競瓢輌 : 聲〟0 覇部簾さ : ー,。 ー地区 s -24  ー簾 一 一

_42一



第2節 立地区の調査成果

耳地区は調査域東側にぁって、住宅街に位贋するため、生活導線確保等の制約からいくっか
のグリ ツ ドを部分的に調査することとなった。調査は①V/W-50/5ー、②V/Wᴗ 55/56`③
T-52`④T-55、⑤T~57/58 5つに分けて行い(第28図)、③T・52蝿②V/W_55/56蝿⑤
T-57/58今①V・Wー50/5ー髑④T_55蝿の順で調査を実施した。層序は試掘調査成果を鑑み
てー層の表土` 耳層の包含層とし虹…ま地山となる。 立 a…ま客土ではないがー地区を参考に

近代の遺物を含む包含層でぁることヵゝら立 a層として遺物を回収してぃる。なお、 ー層の表土
層はバックホーを用いて除去し調査を開始した。調査では土坑32基を確詔している。 ー地区
同様、遺構の残存状況は良好ではないものの、ー部に特徴的な遺構を検出することができたの
で、以下グリ ッ ド毎に詳述する。出土遺物の集計は第フ表に示した。

V=2恥 … 鰹 2花 276 z鱒 鵬 2“

W sー 52 S3 鯛 5$ 」 56 sフ sg
ー欝『 ー }ー';〟' `『二 ” ′ ′{

「 】 ~ [ 〟
, \

璽 ー " ~ 『

〉 ①

瞰 _ _ 骨‥っ二ニ一ニ‥ォナ」r璽 【 【 ' * * 璽拷~′ 蝉葺「ー _〉‥”"一_- ̀ ~ _,〟 ] }"~ニ`_縄:〕ょ_~
` ゝ 〝"'“〕了_・ ` ′ ー '『"'”曼{_{{_一 ーて三^′_一_ {_〟 ・`

第28`図 立地区遺楷配畳図 ブ 〝 * ' ' 0_ (S=ー/200j 5m

ー V/Wー50/5ー グリッド (第28図①)
V/W_50/5ーグリ ツ ドは全体で現代の土木工事に伴う著しい破壊を受けていた為、すベて

が攪乱層でありプライマリーな遺物包含層ゃ遣構を確認することはできなかった。攪乱層中
より計ーー9点の遺物を回収している。

2 V/W-55/56グリッド (第28図②)
(ー )層序(第29図)
ー属‥現代の表土層および近現代の開発に伴う造成層。パラスゃコンクリ【ト片`ガラス片、赤
瓦など近現代の遺物を多数含む。土色は明褐色(7 5YR5/6)を呈しており、土は固く締まって

いる。
囁a層‥混砂土膚。耳地区全域に存在しており、客土ではなぃものの大部分において近現代の開
発に伴う破壊を受けている堆積層。大小の礫片を多数含むと共に近現代の遺物を含むが、一部
では貝塚時代後期土器おょびグスク土器も少量含む。土色は黒褐色(2.5Y3/ー)を呈し、土の締
りは弱い。

虹層エ混礫白砂層。海砂と思ゎれ調査区全域に見られる。小貝ゃ枝サンゴを多く含むとともに

礫を多く含む。土色は暗灰黄色(2.5Y4/2)を呈し、土の締りは弱い。
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第7表 江地区出土遺物集計表
②v ・ 鸞-55 ・ 卵

緻辟
` 囁a SK‥5`$K‥7` 小叶囁ー ̀  ーーa ` 遺傭 ̀  小叶" ` 小叶囁下 遭債 小針 ーーーa
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V/W 55/56では土坑ー8基を検出してぃる。その大部分は遺物を含まない不定形の落込
みでぁったが、SKー02・SKー07-ーは比較的保存状態が良好だったので以下に詳述する。

V_56グリ ッ ドの中央部に位置し長軸ー00cm`短70cm、深さ35cmの浅い土坑で、暗ォ

リープ褐色(2 5Y3/4)を呈し虹層を掘り込む形で形成されており、小礫および貝混じりの締
りの弱い砂層で覆われている。検出面はm層。覆土からは貝塚時代後期土器ー点および貝鍾ー

点が出土している。

(2 )  遺構 (第 29 図)

SKー02 (旧 SPー02)



SKー07-ー

W-56グリ ッ ド南西側に位翼し長軸ー〇ーcm、72cm、深さー6cmの浅い土坑で`暗オリー

ブ褐色(2.5Y3/4)を呈し、班層を掘り込む形で形成されており、小礫およぴ貝混じりの締りの

弱い砂層で覆われている。覆土からは貝塚時代後期土器ー点、中国産褐釉陶器ー点が出土して
いる。また、SKー07-ーを掘り込む形でSKー07一2・SKー07-3が形成されてぃるが、これらから人

工遺物は回収されなかった。

(3 )  遣物

遺物包含層及ぴ土坑内覆土より2ー8点の遺物が回収された。貝塚後期の土器と目される

土器片がー4点出土するが`いずれも胴部片である。小片ながら沈線文が施される資料がー点

(200ー)得られている。グスク土器と目される土器片が胴部ー点、底部ー点(2002)出土してい

る。青磁W類碗口縁で弁頭の無い細蓮弁を施す粗製品(2006)、青磁皿(2003)も粗造の製品で

ある。白磁の口縁資料〈2004)と滝州窯口縁部はいずれも清代の中国製品と考えられる。本土

産の近世陶磁が出土、小碗は肥前系の小碗(2008)。肥前陶器の皿底部片で底径は5cmを測る

(2007)。特徴的な資料として本土産近代陶磁器に統制期の製品と考えられる小碗(2009)が
ー点出土する。子ども用の碗と考ぇられる。陶片を円盤状に加工した資料(20ー0)が出土、用途

は不明でぁる。石器は敲石(20ーー)がー点出土する。貝鍾(20ー2~20ー5)が5点出土全て図示し

た。20ー2~20ー5はメンガイ、20ー6はリユウキユウザルボウの右殻を利用し、殻頂部を穿孔し

貝鍾として利用したものと思われる。

第30図V/Wー55/56グー丿ッ ド出⼟遺物
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3 T-52グリッド (第28図③)
T~52グリ ッ ドは店舗前に位置する関係上、営業日を避けて定休日を利用し ー 日で掘削から

埋戻しまで完了しなけれぱならないという時間的制約があった。そのため、虹層上面を検出し

東壁断面図を作成した時点で調査を終了し埋戻しを行った。

(ー) 属序
ー層‥現代の表土層および近現代の開発に伴う
造成層。バラスゃコンクリート片、ガラス片`赤
瓦など近現代の遺物を多数含む。土色は明褐色

EL=3.5爪

(7.5YR5/6)を呈しており、土は固く締まって m
いる〝 脳”
n層‥混砂土層。立地区全城でまぱらに見られ 第3ー図下52東壁断面図
る。 ーcm~ー5cmほどの薫を少含む。 ー地区
の立層に比`ゃゃ砂の混じる量が少ない。土色は黒褐色(2・5Y3/ー)を呈し、土の締りは弱い。
m層‥混礫白砂層。海砂と思ゎれ調査区全域に見られる。小貝ゃ枝サンゴを多く含むとともに

繋を多く含む。土色は暗灰黄色⑫5Y4/2)を呈し、土の締りは弱い。

(2 )  出土遺物
遺物包含 よりー48点の遺物を回収した。貝塚後期土器後半(くぴれ平底)と目される土器片

が2点出土しており、口縁部ー点、底部ー点が確認された。甕型土器のロ縁部片資料(20ー7)は
貝塚後期後半の土器片と考ぇられる。類別不明ながら青磁片(20ー8)の口縁部片ー点(V類?)
が出土する。中国清代青花が口縁部片ー〇点、胴部片8点、底部片 ー点出土する。20ー9・2020は
いずれも碗の口縁部片資料で清朝青花と考えられる。他にも、明代中国青花磁、肥前陶器、沖

産陶器などが出土する。本土産陶磁としては、鹿児島の苗代川と目される口縁片ー点が出土、

本土産の近代磁器として砥部焼なども出土している。

・′ぇ _ _ / \  /
20ーg
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4 T・55グリッド (第28図④)
(ー) 層序
ー層‥現代の表土層およぴ近現代の開発に伴う造成層。パラスゃコンクリート片、ガラス片、赤

瓦など近現代の遺物を多数含む。土色は明褐色(7.5YR5/6)を呈しており、土は固く締まって
いる。
江a層‥混砂土層。耳地区全域に存在しており、客土ではないものの大部分におぃて近現代の開

発およぴ土木工事に伴う破壊を受けている堆積層。大小の礫片を多数含むと共に、近現代の遣

物に加えて貝塚時代後期土器およぴグスク土器も少董含む。土色は黒褐色(2・5Y3/ー)を呈し、

土の締りは弱い。

一4ワ_



囁c届‥混土砂層。皿層に立‥の堆積土ヵゞ僅ヵゝ鬱こ混/jヽ貝カゞ少混じる。主に土色は暗オ
リーブ褐色(2〟5Y3/3〉を呈し`土の締りは弱ぃ。
m層‥混礫白砂層。海砂と思ゎれ、調査

区全域に見られる。小貝ゃ枝サンゴを

多く含むとともに、礫を多く含む。土

色は暗灰黄色(2.5Y4/2)を呈し、土の g
締りは弱い。

虹c層‥混礫砂層。地山である。小礫が

混じる他、枝サンゴを大量に含む。土

ー ‥2

色はにぶい黄褐色(ー0YR7/4)を呈

し`土の締りは非常に弱く脆い。 '鱒
「2随 Z閃

~ 。 (s=ーハ叩) 蜘

第9表 虹地区 T-55 遺檀所⾒
遺鰐名 叶酬値 ( ) ~士c m

' __ _ . 士色 震縄岬 L慕 グ丿ノト 憧出血 団拮廣
長軸 短鵬 深さ 色 紀号 拉度 拉十の總成

_ 】g7 sK T・・s二 ブ m届_[ェ而 空 * 萱z 一z。一 _ 萱縄萱 「 _ー。埋ノ〔 _ _縄〔 _ 砂 髏H_ { *縄』 _

_ー2萱 _s〔 _ 」一萱 m廣】而 m 29寸 M _ 麒鮎色 ー0Y肋/2 _槻4ニ プ _ 砂 礫 = `_ 誰~_ _
一鱒 _ 〟』 _ 」-s萱 寸 m萱』萱 __ 』g_ s s  __ 拷_za_ _ 萱縄_ 【萱R【」ノ{_ _ _縄』 _ 萱 〟 萱 _髑~_ 「

」s萱ー_ 雙 」_ss _丁 m層」面 _ 誰 _ _〔7 _ _az_ _ 誰色_ __ '萱m」x{一 _ j〔』*一 砂 縄 縄一 鵠ぃ
ー30-2 sK T_砧 m膚ー面 】02 = ー6 黒色 ー0YRー 7 /2  鵜小 砂' 攪 貝 弱い

(2 )  遺構
T・55グリ ッ ドでは土坑5基を確認している。裏土に遺物を含むのはSKー28とSKー30-ーの

2基のみでぁった。

$Kー28 T~55グリッ ドのほぼ中央に位置し、長軸40cm`短軸29cm、深さー4cmの楕円形

状を有する用途不明の浅い土坑である。m層を浅く掘り込む形で形成されぉり`黒褐色

(ー0YR2/2)を呈し貝殻や小礫を含む締りの弱い砂層でゎれている。また、覆土から貝塚後
期土器の胴部2点が出土している。

SKー30・ー (旧SKー30) T-55グリ ツ ドのほぼ中央に位置し、長軸50cm`短軸ー7cm、深さ
32cmの楕円形状を有する用途不明の土坑である。m層上面で検出されており、一部はSK
ー30-2を掘り込む形で切り合っている。土坑内は黒褐色(ー0YR2/2)の砂層で、貝殻ゃ小礫を含
む締りの弱い堆積土で覆ゎれている。また、土坑内から貝塚時代後期土器の胴部2点、中国褐
釉陶器の胴部ー点が出土している。

(3 )  出土遺物
遺物包含層おょび遺構内覆土より94点の遣物を回収した。貝塚時代後期後半(<ぴれ平底)

に類別される土器片が口縁部ー点、胴部ー点(202ー)得られている。202ーに図示した貝塚後
期土器の胴部片は沈線にょる区画文が頸部に一条` これを格子状の文様を沈線で口頸部に

施している。特徴から壺の頸部資料と目される。グスク土器は2022の壺型と考えられるロ縁
片と2023の胎土に滑石を含む胴部片が出土する。カムィヤキの胴部片ー点が出土している

_ 4 8 _



~圓〝 ー③蝿 藪〇乃
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第 34 図 T・55 出⼟遺物

(2。24)。青磁のN類細蓮弁に分類される破片が口縁部ー点(2025)出土、W類に分類される細

蓮弁の碗口縁部資料。清代青花碗(2026)。産地不明ながら色絵と目される破片がロ縁部ー点`
胴部ー点`底部ー点出土してぃる同一個体と考えられ2027・2028に図示した。他にも、中国褐
釉陶器、沖績産施釉陶器、土産近代陶磁、赤瓦片が出土する〟

_
 甦

邦
_鱒

5 T_57/58グリッド (第28図⑤)

(ー〉 T-57/58グリッ ド層序
ー層‥現代の表土層および近現代の開発
に伴う造成層。バラスゃコンクリート片`
ガラス片、赤瓦など近現代の遺物を多数
含む。土色は明褐色(7.5YR5/6)を呈して
おり、土は固く締まっている。
立a層‥混砂土層。立地区全域に存在して 】。g
おり、客土ではなぃものの大部分におい _ 一 〝。__ __

て近現代の開発およぴ土木工事に伴う破 `
壊を受けている堆積層。 大小の礫片を多 v‥zg〟 縄 z』〕

数含むと共に、近現代の遺物に加ぇて貝
塚時代後期土器およぴグスタ土器も少量 第35図 T_57/58遺構詳細図
含む。土色は黒褐色(2.5Y3/ー〉を呈し、土の締りは弱い。
m層‥混礫白砂膚。海砂と思われ、調査区全域に見られる。小貝ゃ枝サンゴを多く含むとともに
礫を多く含む。土色は暗灰黄色(2.5Y4/2)を呈し、土の締りは弱い。

Xニ]ー2

。ー (s=ー/ー叩) 鮒_

(2 )  遺構
T_57/58グリツドでは土坑9基を検出しているが、善土より物を回収できたのはSKーー7

のー基のみでぁった。以下SKーー7について詳述する。

SKーー7 T~57グリッ ドの南側に位置し、長輌58cm、短軸50cm`深さー6cmの円形状を有する

用途不明の土坑である。虹層を浅く掘り込む形で形成されている。土坑内は暗オリーブ褐色

(2・5Y3/4)を呈し、貝殻や小礫を含む締りの弱い堆積土で覆ゎれている。土坑内からは貝塚時

代後期土器の胴部がー点出土している。

_ 4 g _



第 ー。 表 立 地区 Tー57 / 58 遺構所⾒表
遺榊名 叶捌値 【c m)  ~上

グリツド 憤出雌 土色 嚇柑
怖 蟲d~ナ 棚拮度

長轍 魎ー轍 耀さ 色 暮凸号 粒嶼 拉子の組成

…8 SK T舟B m膚上而 28  ーg ー3 瞞ォリ一ブ梅色 2 _5Y3/4 極小 砂. 簾` 只 弱ル
プ壷単 ナ萱 プ ブ_ F5夏 * 二 田寓〕二晒 プ 檜壷 * }ー * 二 ー壹 プ囁オ丁ーブ函 ププ2〟5藏4 プ極′jプ プ砂` 讀只プ プ弱廿

~ ーー。 sK 」 ・ m層上而 m5 」ーs 玉 mォリ_フ再璽 __  2,5壷/4 一一獲,『 一砂頂、 L「 ~瞞 _

_ 『 壷′ 一 _} 顕」:訂 麗 24一 a訂 『轟ォ弄ブ爾 縄一2.祠4 ~櫛『 一砂`雇頁一 ~鵬ぃ
一石訂 壷 ′仁 壬_ョs′ 〔 m層上面 ′2 ′  ′ ′ーg′ ′ 奮 ′ 一・蜃ォ万ーブ麺色 一 2_禰4 「一縄,口 一砂戻貞一 戸弱ぃ 「

二煎 壷 *一 縄 一 一 m雇ュ面亡 壷 亡ad「二 ー亡 壷ォ荘プ睡 一つ〟s而 壷小 『`壷縄一 縄ぃ{璽 』二L 〒58 一L 匹上【L 』 {縄彡2一一 』 ゴ塾-プ堕 一一璽廻 二」簾五 〕玉互 二憂て
‥5  SK m膚 上面 ー3。 gs  甑 晴ォリ一ブ楓色 2_5Y3ノ4 極小 砂. 襲~ 貝 繭轟

m 壷 麟麟 一{ ′而上鱒一 壷 一~′m一 『 一縄ォ扉ヮ區 「}z_祠 」縄,ープ 壷縄烹顧 一麟~

(3 )  出土遺物
遺物包含層および遺構内土より230点の遺物が出土している。貝塚時代後期後半と考ぇら

れる土器片が口縁部3点(2029~203ー)、底部2点〈2032 2033)出土してぃる。2029は壺形

と推定されるロ縁小片で鋸歯状の沈線をロ縁に描き、2030は甕形でロ縁片にゎずかに沈線が

認められる。グスク土器は碗形(2034)、鍋形(2035)が出土する。青磁は細蓮弁を描く碗ロ縁

片が出土、蓮弁の弁頭を描くW類(2036)、 これを略する粗造のW類(2037)が出土している。

青磁稜花皿(2〇38)のロ縁片が出土。白磁の口縁小片(2039~2040)は類別不詳で特徴から清

代のものかと考ぇる。青花は明代の青花碗C群ロ縁(204D、清代の粗製の青花碗ロ縁(2042~
2044)、徳化窯系と目される底部(2043)が出土する。石器が3点出土(2045~2047)。いずれ

も拳大のゃや扁平の自然円礫を敲打具として利用したもので、周縁に敲打痕を残す。シャコガ

イに孔を穿っ貝鍾(2048)と考えられる資料がー点出土する。他にも、肥前陶磁器、沖縄馴

陶器、本土産近代陶磁、赤瓦片が出土する。

(4 )  小結
立地区は、当初予想されていた遺物包含層の広がりは乏しく、かつ狭小な調査区のため遺構

も断片的で、小片少量の貝塚時代及ぴグスク時代の憲物が得られているが、主に出土したもの

は近世から近代の資料が主体であった。

束江集落の近世から近代の生活雑器が出土している。中でも、注目された資料として統制陶
磁と呼ばれる戦時下の日本本土で焼成された陶磁器がぁげられる。子ども用の食器(第30図
-2009)は、前節までの紹介した国頭郡役所のおかれてぃた工地区出土品には含まれておらず、

集落と役所で若干異なる焼物のセッ ト関係を推定することができる。

遺物は貝塚時代後期土器、グスク土器、カムィヤキ、中国の青磁、白磁、青花、肥前陶磁、中国

清朝青花、沖繩産陶器、本土産近代陶磁、貝製品、石器など多彩な遺物が出土している。わずか

ながらタイから招来されたと考えられる陶磁器も出土している。肥前陶磁器もーフ世紀からー9
世紀の生産年代のものが間断なく出土、多出しプこ沖蝿産陶器ゃ中国清朝磁器とともに消財
として東江村の人々にょって使用されたと考えられる。
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第3節 m地区の調査成果
虹地区は東江集落の神聖な場所である二ガミヤーの北東側に隣接し`山手側には拝井泉の

ジンガガーが位置する。平成25年ー月に実施した試掘調査で貝塚時代後期~グスク時代の遺物
が確認されたことから、同年ー月ー4日に遺跡の一部範囲変更を行った地区である。 ー地区・江

地区は琉球王府時代より集落ゃ役所として利用されてきたことゃ、近現代の市街地化に伴ぅ

開発の影響から全体的に著しい破壊を受けていた。試掘調査においても、北西側に位置し立地

区に近いT.P.6ヵゝらT.P.8では近現代の撹乱が見られた。しかし、南東側のT.P.9ヵゝらT丑ーー

では比較的良好な状熊の包含層が確認されている。これは、南東側部分が近年まで水田として

利用されてきた経緯がぁり、耕作放棄されたぁとも空地でぁったことから、 ー地区・江地区に

比ぺ開発による影が少なかった為と考えられる。

調査は約ー0mXー5mの調査範囲(第37図)にグリ ツ ド設定を行い、 ー層(表土膚)をパック
ホーで除去した後調査を進めていった。事前の試掘調査結呆から遺物包含層の残りが悪いと

思われた南側ゃ東側ヘも遺物包含層が残る事から調査区を若干広げている。
T.P.9では小片ながら白磁が回収されたことからグスク時代初期の遺物包含層と目された

が、その後本調査において皿層より回収された遺物の多くが貝塚後期前半の土器であること

が判明している。なお、調査区がジンガガーの近傍に位置することゃ地元の聞き取りから沼地

が近いという事を考慮し、先行して西側にトレンチを設け廃水溝とし、調査時に確認された井
戸跡に廃水することとした。

第37図 m地区遺構配



第 ー2表 凪地区遺構所⾒表
遺橿名 針測値 ( m) 鸞土c關 記り_ グ リ ッ ト 検川曲 h色 層柑 …鰭度

鐘袖 短軸 深さ 色 謡蛙 粒度 粒子の蝉
ー$ー 一ー SD P8ー/聰ー/剛ノ膿。爪四 N層 h而 柵2 關 ー5 灰色 7. 5~*‡ノー 極小 砂 ゃゃ弱L ̀

」]3【_2 プsK プ R-B『 ブw層 ー‥而 兜 7'ー 【ー8 灰色 プ 7〟5~' ‥”ー _ _ 暢小 プ 竺 プゃゃ楓単

…-3 〕K プ R79*プ 祠 ーっmi * g。 *刑 2髑 灰色 T. 5Y^ー/ー 榊小 砂 ゃや燗~ `

* ー33ーー 【 SK Q<80 W層 hmi 7$ 43 H 灰色 7. 5Y髑ノ ー 描小 プ砂 * ゃゃ弱『

プー鵠一2 ブ戸sK 声 。一壷 w層 _‥m『 髏竈 正 2~ー_ 縄董プ ー旺轟~/6 _一 憧小 _ 毒 _ ゃゃ弱…プ

寸a‥ 可 一 〝_・『 耐 ー〝【"ョ ′ ′  zg 一】s 一玉a 俣色 烹剛 ′ 縄,]、 麟 ゃ縄ぃ

諷一ー 壷 一〝-『ax『 両 ー】而 一ュ。。 芹s 芹 睡 丁s剛 ′ 一 縄,]丁 一砂 一 弱(丁
_{s・'〟z一 s“  一 Ms再g ′ 鼻xm_ 禮而 扇 壷 ⼾ 爾 荊ハ 一 憧,'尹 『 「 一 軌 `
” …4_s一 sK ′ 蝿g 一 s…働底而 一6享 2訂 z。 一 灰崔′ 7_ 謳ハ _ 憧小 酸′ 弱` `

(ー) 層序
m地区の基本層序(第37図)は以下の通りでぁる。

ー層‥現代の表土層およぴ近現代の開発に伴う造成層。パラスゃ巨礫、現代遺物を多数含む。土

色はオリーブ褐色(2.5Y4/3)を呈し、土は固く締まっている。

立層‥粘質混砂土層。旧耕作土と考えられる。土色はオリーブ褐色(2.5Y4/4)を呈し、土の締り

は良い。
m属‥粘質混土砂層。貝塚時代後期からグスク時代初期の遺物を含む。全体を通して鉄分によ

り沈着がまぱらに見られるほか、 5cm程の礫を僅かに含む。土色は暗灰黄色(2.5Y4/2)を呈

し、土の締りは良い。

N層‥砂層。貝塚時代後期の遺物を僅かに含む。全体的に鉄分にょる沈着が強く見られ、 ー~5
cm程の鉄塊も多く含まれる。土色は暗褐色(ー〇皿3/4)を呈し、土の締りはゃゃ弱い。

V層‥混礫砂層。地山。 5~20cmの大小さまざまな川原石を多量に含む。土色はにぶい黄褐色

(ー0YR5/4)を呈し、土の締りは弱く脆い。

なお、調査の進捗に伴って`虹一からN層への漸次的な層を「m下」膚とし分けて取り上げ

た。

(2 )  遣構
遺構は溝状遺構ー基・土坑8基を検出したが、明確に遺構として認識できるようなものは溝

状遺構ー基のみで、土坑はすべて不定形の浅い落ち込みであった(第38図)。
SDー3ー・ー R-80からP-8ーへかけて南北に延びる用途不明の溝状遺構で、N層を浅く掘り込

む形で形成されている(第37図)。幅56cm`深さー6cm。調査区外へと延ぴているため全長は不

明。溝内は灰色(7.5Y4/ー)を呈し、ゃゃ締りの弱い堆積土が覆う。覆土からは貝塚時代後期土

器の底部尖底(300ー)がー点出土している。

(3 )  出土遺物
m地区で出土した遺物は、大量に回収された近世~近代の陶器等はパックホーで除去され

たー・江層においてゎずかに得られるのみで`m層はグスク時代と貝塚時代後期の饗物で構成
されてぃる。 ー ・江地区に比して相対的に撹乱も少なくプライマリーな包含層とぃぇる。

出土遺物の種別で見てみると、m層以下では、土器394点、石器4点、陶磁器7点で、圧倒的に

土器が主体となる。中でも回収された土器の口縁部破片30点中ー点のグスク土器を除き貝塚時

代後期前半と推定されるロ縁片で占められる。溝原貝塚でこれまで回収されている貝塚時代後

期後半の、いゎゆるくびれ平底土器主体とは異なる様相を見せており注目される(第ー3表)。
以下、包含層より回収された遺物を種別ごとに詳述する。
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第 38 図 SDー3ー-ー 遺構群細図

3002~30 4は口縁資料で、後期前半の尖底土器のロ縁と推定される資料でぁる。口縁形態
からー~W類の4種に類別した。

3002~3006は口縁を外反あるいはロ縁端で折り曲げ内面に刺突文を施す有文土器でー類
とした。3002は外面に縦方向の浅く幅広の沈線文を連続的に施す特徴的資料である。類例と
してアンチの上貝塚(本部町教育委員会編2004ェ23図_62)ゃナガラ原東貝塚(熊本大学考古学
学研究室編第6集ー第ー2図36)で出土例が報告されてLゝる資料と類似する。

3007~30ーーはロ緑が直上する無文の資料で立類とした。3007は外器面をナデ調整、外器
面には指頭痕が残りナデ調整は徹底しない資料で`色調は褐色、胎土は泥質で緻密な特徴こそ
異なるが、外器面はナデ調整が徹底し平滑で内器面に指頭痕が横方向に連続する整形方ゃ口

_55一



縁が直立し底部までつながる資料は 第 ー3表 虹地区出土遺物集計表

無いが立面‥がホームベース形とな 縄 剛 腑 m縄区(*麟)
ることから、総じて貝塚後期の無文 幟 〟 ′ _
尖底土器群である浜屋原式に比定さ 」 蝸 狐
れる資料と推される。3008~30ーー 州 ロ縁
も総じて耳類資料と同類と考えられ 〝 萱萱
る。

30ー2・30ー3はゃや内鸞する器形

で、ロ唇部形状は舌状を呈しており
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これを虹類とした。先の立類が口唇 ̀ . 嘩
端をナデ調整し断面方形を成すのに n麟 ー
対して、調整が粗放であり浜屋原式 ロ縄
もしくは次型式の大当原式にも共通 剛
する特徴が認められることから分離 竄
したが、小片のため型式比定は留保 縄縄
する。 鴨

30ー4・30ー5はN類として分類す 哺

る凸帯文を有する土器群である。胎 胴縄
土は前ー~m類が総じて泥質で緻密 u縄
混和材は微粒であるのに対して、当 ̀  棚
該W類は混和材にー~m類に比して _ 瞳
粒径の大きな石英を用いる。30ー4は 本 底部
口縁部小片で表裏判然としないが` 睾 嗣
ロ縁内面に凸帯を貼付し外反する資 〟 鮒
料でぁる。また、30ー5は胴部小片だ 菫 剛
が外器面に凸帯を貼付浅い刻目を施 誰
した資料と考えられる。 〝'〝^縄】

30ー6は直立する口縁のグスク土

器のロ縁部でぁる。胎土に滑石を混

和材として用い、器表裏面ともに滑

石の光沢を有する。

30ー7・30ー8は乳房状尖底の底部

資料で、左に紹介した300ーとほぼ同

様の特徴を有する。底端部を突出さ

せ厚みがぁり、これまでの県内の他
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胴部

の遺跡で出土する事例ゃ`本遺跡出 ̀ 〝 箕賣
土土器の胎土等の特徴から前述した
ー~虹類の口縁部資料と相関にある 〕 麟
尖底底部と考えられる。30ー7は外器 形
面をナデ、内側に指頭痕を残すなど 萱誰 〝璽萱 形
の特徴をもつ。

30 9 ・3020は平底土器で、前者は底径5.0cmのゃゃ小型のくびれ平底土器で`後者は3.2cm
のかなり小型化の著しい底部資料である。特に後者は底部の厚みが増し、底面もゃゃ丸みを
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もって床置きした場合には不安定な形状で、底面には砂が付着するなど30ー9とはまた異なる
特徴をもった土器である。このような特徴を有する平底土器は屋部前田原遺跡でも多数認め
られる。

302ー・3022はグスク土器の底部もしくは底部付近の資料である。3022は混和材に滑石を混
入するいわゅる滑石混入土器である。

3023は白磁胴部の小片で、釉ゃ素地の特徴から中国福建省の閾清窯系の資料、いわゆる白
磁玉緑碗(N類〉もしくはビロースク夕イプ等(C群)の胴部と推される。小片のため断定は避
けるが、白磁N類の可能性のある資料として図示する。3024は粗造の青磁碗底部資料でW類
と考えらえる。3025・3026は明代の青花皿でいゎゆるA群に属する`同一個体とも考えられた
が、接合関係にないため各々図示した。見込みに十字花文、体部外面に花唐草文を描く。302フ
は中国の褐釉陶器で、ロ縁を方形に肥厚させる無耳壺で、沖のグスク時代遺跡で多出する型
式の壺である。

3028は扁平の拳大の円礫を利用した石器敲打具、3029はゃゃ重感のある円礫を利用 した
ゃはり同様の石器敲打具である。両者とも周縁部に敲打痕を残している。3030・303ーは焼土塊
の小片だが、その形状と付着する鉄分の塊から籠の羽口と考えられる。

(4 )  小結
m地区はー・n区と異なり、m層で上位と下位とがあり、おおよそ上位はグスク時代の遺物

を含み、最下部では貝塚時代後期前半の遺物が得られるというプライマリーな出土状況を確
認することができた。また、総じてグスク時代の遺物が回収された地域はQ/Rー8ーグリ ッ ドを
中心とする一帯であり、グスク時代遺跡は南東側にさらに広がりをもって存在しているもの
と推定する二とができた。単純に、畑地として利用されたため後世の開発に乏しく、遺跡が保
存良好な形で残存したとぃう評価も与ぇることができるが、これまでの溝原貝塚の調査履歴
等を鑑みると、東江の海浜部及ぴ後背湿地の開発など先史時代から現代におよぷ集落の形成
ゃ地耕作といつた溝原貝塚から東江村における人々の営為が点的ながらもうかがい知るこ
とができる調査地点となった。

出土土器は、以下の4種に分けられる。①貝塚後期前半のー~皿類及び尖底の資料群`②W
類の粒径ーmm大の相対的に大きな砂を混和材 と して用いる資料の2種は弥生時代並行期の
土器と考えられる。①は在地系土器で`②は小片の出土ながらも、 このような特徴はいゎゆる
奄美諸島の弥生時代並行期の在地土器でしばしば見る事の出来る特徴であることヵゝら、当該
遺跡への搬入品の可能性を考慮する必要のぁる資料である。③くびれ平底土器で貝塚後期後
半の土器、④グスク土器が出土する。特に、①・②は溝原貝塚で出土した土器の中でも古式の資
料となった。なお目視で回収できた貝類は虹層でシャコガイ科5点、ウミギクガイ科ー点、不
明ー点が得られる程度で少量であった。また、コラムサンプリングを行い、フローテーション
にて植物遺体の検出を行った。結果については、第5章第2節に記した。
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第 39 図 m地区出土遺物 ー 。 言s=]羹3… ー0Gm

一58ー



第40図

第 ー4表 m地区遺物観察表
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第5章 自然科学分析の報告

第 ー 節 溝原貝塚出土土器の圧痕分析報告一グスク時代のアヮ粒入り土器の発見-

千田寛之 (名護市教育委員会)
小畑弘己 (熊本大学文学部)

ー 遺跡の調査と慨要
遺 跡 名‥溝原貝塚
所 在 地‥沖繩県名護市東江
調査期間 ‥ 平成25年6月 24日 ~平成26年2月 28 日
担 当 者ニ宮城弘樹-千田寛之

時 期ニ沖繩貝塚時代後期・グスク時代・近世・近代

立 地‥海岸砂丘上(標高約3m)

2 対象資料およぴ調査対象

(ー) 調査対象
圧痕調査の対象とした資料は、本董跡から出土した貝塚時代後期からグスク時代にかけて

の、 くぴれ平底土器とグスク土器が中心でぁる。調査は、千田が破片資料から完形資料までを

肉眼観察し、 レプリカを作成した。検出された圧痕資料の最終同定は小畑が行い、さらにそれ

らが検出された土器を小畑が再検討した。その結果、ー点の土器に複数の種実圧痕が検出され

たため、X線CTスキャナーによって潜在圧痕を検出した。

(2 )  圧痕検出作業の手順
本遺跡で行った圧痕調査および調査後の作業手順は、以下のとおりである。

①肉眼およぴ実体顕微鏡にょり土器圧痕部を魄察し、植物・昆虫・貝等の圧痕の可能性がぁる

ものを抽出する。

②圧痕部を水で洗浄し`土器全体写真およぴ実体顕微鏡にょる圧痕部の拡大写真を撮影する”
③離型剤〈パラロイ ドB・75 5%アセトン溶液)を圧痕内部およぴ周囲に塗布し、シリコーンゴ

ム:爛アグサジャパン製ブルーミックスソフ トを圧痕部に充填する。 .

④ゃや硬化したシリコーンゴムをマウント(走査型電子顕微鏡用ピンタイ プ試料台使用)に盛

り、圧痕部と接合して硬化させる。

⑤硬化後、 レプリカを取り外し、圧痕部の離型剤をアセトンで洗浄する。

⑥作成したレプリカを走査型電子顕微鏡(日本電子製JCM_5700型)で魄察・撮影し、同定する。

⑦レプリカのサイズに関しては、マイ クロスコープ(キーエンス社製VHK-2000)の二点間計

測機能を用ぃてmm単位下二桁まで計測した。

⑧X線CTスキャナーにより、土器内部の潜在圧痕を検出し、その一部を3D画像化して、覇察

し、表出圧痕を参考にして、同定を行った。

3 調査結果(第 4ー~ 45図、 第 ー5表)

千田が艶察した資料は総計593点で、うちレプリ力を作成したのは8点であり、そのうち種

実の圧痕の可能性があるものは5点であった。小畑はこれら土器を再度検討し、土器N。. 339に
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おいて千田検出例以外にもアワらしき圧痕が土器表面に見られることを確認したため、それ
らから再度レプリヵを作成するとともに、それらの一部が断面から検出されたことから、潜在
圧痕の存在を予想し、X線CTスキャナーによる撮影・測定を行った。
その結果、 くびれ平底土器の底部でぁる土器掲載N。」07ー(台帳番号NNMK 408)は当初

アワかと期待されたが、アワではなかった。さらにグスク土器鍋形土器の底部である土器掲栽
N。.ー048(台帳番号NNMK_339) 8点のアワ有ふ果の表出圧痕と29点のアワ有ふ果と
思ゎれる潜在圧痕を確認することができた。なお、参考のために、土器掲載N。・ー048〈台帳番号
NNMK-339)のアワ有ふ果類似圧痕についても写真おょぴ計測値をここに掲載しておく。

(ー〉 表出圧痕(第4ー図~第 42図)
第4ー図のー(NNMK 0007)は偏平な長楕円形を呈し、当初アワSerョr應 z~ォa丿丿caの有ふ果と判

断したものである。しかし、表面は平滑で、アワ有ふ果に特有の乳頭状突起も賽察されず`さら
には平面観の左側辺が不規則に窪むことから、アワではないと判断した。不明としたが、小礫
の可能性もある。

第4ー図の2(NNMK 0009-00ーー,NNMKーA・E)は平面攪が丸みを帯びた紡鍾形を呈し`基部
側が台形状にわずかに突出するとぃう共通の特徴をもつ。表面は荒れているが、内外頴に乳頭
状突起列らしき突起が攪察され、アワ髄ごョr危 z~Za丿ノヒョの有ふ果の可能性が高い”NNMK 0009・
NNMK 00ー0・NNMK 00ーーは外頴側の圧痕であり、表面の乳頭状突起の痕跡と外形ヵゝらかろ

うじてアヮと同定できるが、内頴側の特徴が察できず 、 決定的根拠はない。同様に後に検出
したNNMK_B・NNMK-C・NNMK一Eも圧痕が浅く、決め手となる内頴側の特徴を観察できな
い。有ふ果の長幅比と乳頭状突起の軍艦状突起の不在はエノコログサSe麟r鱈 vz針z・dz3との区
別点となる〈NaSu et  aー. 2007)が、これら圧痕の長幅比はアヮとしての要件を満たしている
(Nasu et.aー 2007 アワ平均値L6~L9‥本資料群Lー3~L30)が、表面が粗く、乳頭状突起の
形状は詳細に観察できない。しかし`NNMK・Dは先端側の圧痕であり、内外頴の接線、内頴頂
部の深い窪み(小畑20ー3)が攪察でき`アワの特徴を具ぇている。さらに、NNMKーAも外頴が
剥離した状態であるが、内頴側の深い窪みを認める二とができ、その丸みを帯びた形態と合わ
せるとアワと判断できる。また、NNMK-Aは基部に小軸と思ゎれる部分が残存している。よっ
て、表出圧痕として検出した8点の圧痕はすベてアワSez肛巖 丿〔ョ丿丿caの有ふ果と判断した。

第 ー5表 表出圧痕-覧
掲載(図)\。 整唾番号 出七地点-膚位同定 峙 期 土體 (器麓) 圧痕の部位 圧痕の積類 サィズ (単位:mm)
(第24図) NNMKー区T-ー9囁上 _ , <びれ平底 _ _附MK0 0_ 囁~ ` ` ー_49 ー・' ・ _】07】 。 ー 悔408 貝塚 芋仕僕期 (甕形土器) 底面 ィ 明 x zaXー ー。+n

^肌ーK0009 内面 アワ有ふ果外頴側 ー^69xー.38xー・02+〟

N柵K00】0 内面 7' ワ 件ふ果外顆側 L 7^ー X ー. 諷 X ー. 26+〟
(第蹴図) ` . ' _ . ,  __。〟g NNMK。。ーー NNMKー 区s-2zsP4g 内面 /ワ有ホ果外顆側 ー・93X!・06Xー〟ー5+“

__ ふ< 土N〟コa9 グスク峙代 クスク士器 外 アヮ___' 2 2X _ 7\ゝ囁K・A N~剛 _ 区sp50 ー 繝 (鍋形⼠器) 面 有ぁ襲側面側 .0 ー.〟sx ー. 4
N酬眠_B ふ〈 ⼟縄36ー 外面 ア ヮ右ふ堰外顆側 ー. 70X ー_ 3ー X0. 92*“
NN咄鉛 断面 ア ワ 有ふ果外頴側 ー〟 72x ー. 40X ー. 0瘻*"
Nh~…-D 断面 ア ワ 件ふ 堰顕郎側 。' 86+〟 X ー. 54 X ー. ー2
N幟-D 外面 アワ存ふ果外頴側 ー. 44 X L ー2x。. 37+“



(2 )  潜在圧痕 (第 43~  45図)

土器N。.339をX線CT ( 東芝ーTコントロールシステム(株)製T。SCANER_32250

〝PD) を用 いて ̀  電圧ー00KV` 電流250 #Aで` 全体 (第43・44図) ‥ス ライ ス厚0・ー4mm、 拡大
(第45図)‥スライス厚0.04mmで測定した。

第43・44図では表出圧痕として検出したNNMK 0009・00ーー・NNMKーA~Eの8点以外に`ー・5
~2mm大の円形もしくは長楕円形の空隙(図中黒色で、白矢印で指示された部分)を29点検出
した。このうち、4点(NNMK_3Dーー_4)を抽出し、再度測定し、それらを3D画像化して表面形状
を観察した。その結呆、第45図に示したよぅに、スライス厚が40“mmであり、乳頭状突起の
ー0~20“mmょり厚いため`その形状は再現できていないが、平面攪が丸みを帯びた紡鍾形
を呈し、基部側が台形状にわずかに突出するという外形的特徴ゃ内頴側先端が深く窪むなど
の形態的特徴からみて、 これらもアヮSeごar鱧 丿・Zョ丿丿cョの有ふ果であると判断した。これらが表
出圧痕と同じアワの有ふ果であることは、表出圧痕NNMK-Aと同じ外頴が剥離しかけたもの
(NNMK・3D-2)が含まれる点`さらに小輌を残す例〈NNMKー3D-4)がぁる点もこの判断の助

けとなる。

4 圧痕調査の成果とその意賽

今回の圧痕調査では、グスク時代のアワ粒入り土器を科学的に初めて検証した点で大きな

成果があった。従来のレプリ カ法だけでなく、X線CT法を組み合わせて使用したことで、7X
5cmほどの底部片に37点のアワ有ふ果が混入していることを明らかにした。これらが偶然の

混入であるか意図的な混入であるかの判断は、単位面積当りの圧痕数で判断するしかない。穀

物資料の基準ではないが、エゴマ果実の場合はー0〇c而当たり80点以上を意図的混入の根拠と

している(小畑未発表)が、本資料はー03点でぁり、その数の多さから、意図的に混入した可能性

が高い。そのアワ粒の状態は、内外頴や小軸を残す小軸付小穂でぁり、脱穀後の産物と思ゎれ

る。このアワ粒を土器胎土中に入れる行為がどのような意味を持つのかは不明でぁるが、 同様

の事例は纏文時代以来各地で認められ、それらはコナラ属種実(ドングリ)・ェゴマーダイズ属

などの食用植物の種実であるのがほとんどであり`食用植物の豊穣を願う行為であったのか

もしれなぃ。

本調査に係る経費の一部は小畑が研究代表者と して受けている、平成26年度日本学術振裏

会科学研究費研究補肋金基盤研究A「先端技術を用いた東アジアにおける耕伝播と受容過程

の学際的研究」(課題番号:24242032)を使用した。

く引用参考文献>

小畑弘己 20ー3 「暑暫暑吼暑髑愕司需蜀 養旦 フー暫'王 暫嘗餌 暑碧琲 ユ フー岳」 『韓国新石器研究ー25. ー05-ー55署・ を曙触替フ幟掛

NaSu H"  M〇m0hara A '  Yashuda Y .  & He  j・ 2007 .  The ⑳Cu「rence and  iden[ifcati。n 0f  甜〔綱鱒麗 ズ蕾攫丿丿ご聲 (L. )  P. 髄8UV. (f。X蝸〟
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NNMKーE 5 点の計8点であ る〟

断層画像に現れる密度の低い空隙(画傷中で黒く見

ぇる)のうち`L5_2.0mm程度の円形もしくは楕円形に

近ぃものが種実の漕在圧痕と考ぇられる〟

断~画像に現れた4点の潜在圧痕を3D画像化した
ものが第45図でぁる。

第44図 NNMK~339土器X線CT画像2<Y軸 ・X軸断層面〉
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NNMK-3D-3
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ー-4はNNMK-3D~ーの`5 8 はNNMK-3D-2-4の3D画

像の回転画像のカッ 卜コマでぁる。

NNMK-3D〈ーの場合`]が内頴側`2・3が側面`4が外

頴側に相当する。乳頭状突起までは再現できてぃなぃ

とくに内頴側

の外頴との接練ぉよびアヮ有ふ果に特徴的な内頴上部

の窪み(ア)が認められる〟

が`アワ有ふ果(9)の特徴を具ぇてぃる

伺様にNNMK~3D~2の場合は外頴が剥離しかけた状
態の有ふ果でぁり、NNMK-3Dー4には小軸部分が残存

した状態が観察される。
ァヮ se鱒a”麓 鵬′縄閲

第45図 咄-33g ⼟器潜在圧疸 3D復元画像 (ー・8) おょびアワ有ふ果模式図

_67一



第2節 溝原貝塚出土の植物遣体分析報告

ー 遺跡の概要
遺 跡 ‥ 溝原(みぞぱる)貝塚
所 在 地 ‥ 名護市東江ー丁目
調査期問 ‥ 平成25年(20ー3)6月24日~平成26年(20ー4)2月28日
調査機関 ‥ 名護市教育委員会
調査担当者 ‥ 宮城弘樹・千田寛之
遺跡の年代 ‥ 貝塚時代後期/ グスク時代/ 近世/ 近代

2 パックグラウンド
琉球列島ではー99ー年頃ヵゝらフローテーション法を活用した植物鸞体の回収作業が地道に

続けられており、着実に「琉球列島の震耕のはじまり」ゃ「先史・原史時代の農耕システム」が明
らかになっている(高宮・千田20ー4、宮城・千田20ー4など)。名護市教育委員会では平成25年
度に実施した溝原貝塚の緊急発掘調査において、植物遺体の回収を目的とした土壌のフロー

テーション作業を実施した。土壌のサンプリングはー地区南束区の炉跡(SL34)のほか、虹地

区でーmX ーmのコラムサンプリ ングを2 カ所(コラムA/コラムB)で行つた。持ち帰つた土

壕サンプルを十分自然乾燥させた後、フローテーション装置を使用し合計68訊9Qの土壌をフ

ローテーション処理した結果、計ー25〈粒/片)の植物遺体を検出することができた。本項では

同定された植物遺体について詳述すると共に、溝原貝塚の植物食利用にっいて考察を行う。な

お、フローテーション法の手順については椿坂ー992に詳しいのでそちらを参照されたい。

3 回収された植物遺体について
イ ネ 〇六ンZa $皮 豫/'ソa L・

コラムBより完形7点、 破片 22点が確認された。完形のうち計測可能な種子は3点で、その平

均値(高さX幅X厚さ)は3.5mmX2.2mmXL4mmである。また、イネ籾の破片が3点、イネ

小穂軸がー点回収されている。

オオムギ 仔0rde〟m レ“/gare L.
コラムBょり完形2点、破片ー点が検出されている。サイズの計測が可能な種子はなかっ

た。このほかオオムギの小穂軸がー点確認されている。小穂軸の同定を行うにぁたり原生標本
との比較検討を行ったところ`形態ゃ小穂軸表面の状態が酷似していることからオオムギ小

穂軸と判断した。

アヮ se輻六蘆 /オa〝ヒa 仏丿 BeauV・

完形がコラムBよりーー点回収されており、破片はSL34覆土より ー点'コラムBより 3点が

出土している。完形のうちサイズの計測が可能だったのは2点で、その平均サイズ(高さX幅
X厚さ)はー.ーmmXー.ーmmX0・9mmであった。

ミレツト
SL34より完形がー点確認された。形状は長楕円形で側面…ま線状楕円形を成している。腹

面には粒長の約6割を占める胚が存在する。保存状態が悪ぃため種皮の状態を観察すること
はできなかった。



タデ科 P0ーyg0naceae

SL34より完形・破片が計9点出土している。種子の形状は断面が三角形状の広卵型状円形

を成す。

マ メ禾ヰ ? FabaCeae ?
コラムBからマメ科の破片と思われるものがー点回収された。保存状態が悪く形態的特徴

を明確に確認できないため断定することはできないが、マメ科のへその一部と思ゎれる部分
(第46図7 矢印部)が存在することからマメ科?に分類した。

イ ネ禾ヰ P0aCeae

SL34より完形がー点検出された。形状は広線状で側面攪は線状である。粒長の3分のーほど

を成す胚が存在する。

ヵヤツリ グサ科 Cyperaceae

コラムBょり破片をー点同定した。形状は広倒卵形で中央部がゃや隆起している。

不明種子

・ タイ プA‥SL34ょり完形が2点出土している。 卵形を4分のー にカッ トした様な形状をし
ており先端がゃゃ尖り、 外側の種皮表面には横方向の稜線が7本ほど確認できる。

・ タイ プB‥ コラムBより完形がー点同定された。 形状は断面が三角形状の狭卵型を成し、

基部にはへその様なものが存在する。 種皮の表面には乳頭状の凸点にょり構成された網目模
様が観察できる。

同定不可能
保存状態が極めて悪く`種の同定が不可能だった計52点を分類した。

4考察
まず、サンプリング地点別に若干の考察を行う。 ー地区炉跡遺構(SL34)では、炉跡という遺

蝿の性質を考慮し、土壌のサンプー丿ング轟ま土だけでなく周囲の土壌もサンプリングしてい

る。これは炉跡内より周辺の方が植物遺体の残りがよい場合が多いためでぁる。また、SL34で
は覆土からくびれ平底土器の底部片が出土しており、貝塚時代後期後半~グスク時代初期に

溝原貝塚を形成した人々の植物食利用を反映するデー夕が得られるものと期待された。しか

し、37.4Qの土壌をフローテーション処理し分析を行ったが、穀物はアワ破片がー点確認され

たのみで他はすべて野生種でぁった。穀物が殆ど含まれてぃなかったことヵゝら、この炉跡は調

理を目的として利用されていなかったのかもしれない。続くm地区では2箇所に ーmX ーm
のコラムA/コラムBを設定し土壌のサンプリングを行った(第37図p53)。コラムAでは計
297.50の土壌をフローテーション処理したが、回収された植物遣体は同定不可能な小破片ー

点のみだった。コラムBでは計3550の土壌から計9ー点の植物遣体が同定され、そのうち穀物

は計46点であつた。穀物はいずれもm層から検出されている。穀物の放射性炭素年代測定を
(以下Cーー4年代測定)実施していないため理化学的な年代は明らかになっていないが、人工遺

物の年代観よりm層は貝塚時代後期からグスク時代初期に相当すると考えられることから、

植物遺体の年代もこれに準ずる可能性がぁると考えられる。

次に、今回の分析にょって得られたデータから溝原貝塚の植物食利用について考察を行う。



ー地区は穀物がアワ破片 ー点しか回収されていないため植物食利用につぃて議論することは

出来ないが、野生種で夕デ科とイネ科が確認されていることから、周辺は開けた土地であった

可能性が考ぇられる。虹地区の出土穀物は数量順にイ ネ29点・アヮー4点・オオムギ 3点でイ ネ
十アワの利用傾向を示しており、なかでもイネを重視した植物食利用であった可能性が考え

られる。⼟壕ー Q 当たりの穀物数は0.ー2点で、穀物の出土数が僅かなのはグスク時代初期の他

遺跡にもよく見られる傾向である(千田・高宮20ー2)。
最後に今後の諜題を述ベる。一つ目は`出土穀物の0ー4年代測定を実施できなかった点でぁ

る。数ミリ程度の植物遺体は、層の撹乱がない場合でも土中の僅かな隙間を移動する可能性が

ぁるため、C-ー4年代測定を実施して絶対年代を明らかにする必要があると考える。二つ目とし

て、今回の分析では各穀物の重さを計量することができなかった点である。例えば、真志喜森
川原遺跡(宜野湾市)ゃ首里城淑順門西地区(那市)では、出土穀物の割合が数量別と重量別
で異なっていた(前掲)。より詳細な比較検討を行うためにも、今後は可能な限り各穀物の重さ

も計していく必要があるだろう。
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第3節 溝原貝塚における放射性炭素年代測定

パリノ・サーヴェイ株式会社

ー はじめに

溝原貝塚は、名護博物館の近隣に位邱し、沖貝塚時代後期の土器が出土する。本報告では、

遺跡から出土した骨と炭化材を対象に放射性炭素年代測定を実施する。

2試料
試料は、AB0ー`AB03 AB。4から出土した動物骨3点〈凪ー~3)と、SL35から出土した炭化材

ー点(鳳4)の合計4点でぁる。なお、動物骨は、ぬー、3の2点がブタの肋骨、ぬ2がイ ヌの肋骨に同

定されている。

3 分析方法

前処理は、骨と炭化材において異なる。炭化材は、土翼ゃ根など目的物と異なる年代を持つ

ものが付着している場合、これらをピンセッ ト、超音波洗浄などにより物理的に除去する。そ

の後、塩酸(HCー)により炭酸塩等酸可溶成分を除去、水酸化ナトリウム(Na。H)により腐植酸

等アルカリ可溶成分を除去、塩酸によりアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶成分を除

去する(A从処理:酸・アルカリ・酸処理)。試料を燃焼させ、二酸化炭素を発生させる。

骨は、コラーゲン抽出(C。EX)を行う。試料を超純水の入ったガラスシャーレに入れ、ブラシ

などを使って根・土等の付着物を取り除いた後、ビーカー内で超純水に浸し`超音波洗浄を行

う。試料を0.2Mの水酸化ナトリゥム水溶液に浸し、試料の着色が無くなるまでー峙間ごとに水

酸化ナトリウム水溶液を交換する。超純水で中性に戻した後、凍結乾燥させ、粉砕する。 リ ン

酸塩除去のために、試料を透析膜に入れて、ーMの塩酸で酸処理を行った後、超純水で水性に戻

す。透析膜の内容物を遠,〔ヽ分蝿し、得られた沈殿物に超純水を加90〝Cに加熱した後、過

する。濾液を真空凍結させ、コラーゲンを得る。コラーゲンを燃焼させ、二酸化炭素を発生させ

る。

各試料で発生させた二酸化炭素を真空ライ ンで精製した後、鉄を触媒として水素で還元し、

グ ラファイ トを生成させる。化学処理後のグラファイ ト・鉄粉混合試料を内径ーmmの孔にブ

レスして、タンデム加速器のイオン源に装着し、測定する。測定機器は、3MV小型夕ンデム加速

器 を べー ス と し た ー4C-AMS専用 装置 (NEC Peーーetr。n 93DH-2) を使用 す る 。 AMS測定時

に、標準試料である米国国立標準局(NーST)から提供されるシュウ酸(H〇X-n)とパックグラ

ウン ド試料の測定も行う。また`測定中同時にー3C/ー2Cの測定も行うため、この値を用いて6
ーSCを算出する。

放射性炭素の半減期はLーBBYの半減期5,568年を使用する。また、測定年代はー950年を基点

とした年代(BP)であり、誤差は標準偏差(〇ne Sigma;68%)に相当する年代でぁる。なお、暦年

較正は、 RADー〇CARB。N CALーBRATー〇N PR〇GRAM CAL由 REV7.0 (C0pyright ー986〟
20ー3MStuiver and PJ Reimer)を用い、誤差として標準偏差く〇ne Sigma)を用いる。

暦年較正とは、大気中のー4C署・度が一定で半減期が5,568年として算出された年代値に対

し`過去の宇宙線強度ゃ地球磁場の変動による大気中のー4C濃度の変動、及ぴ半減期の違い

(ー4Cの半減期5730土40年)を較正することでぁる。暦年較正に関しては、本来ー0年単位で表

すのが通例であるが、将来的に暦年較正プログラムゃ暦年較正曲線の改正があった場合の再

計算、再検討に対応するため、ー年単位で表してぃる。

暦年較正は、測定誤差ヮ、2。双方の値を計算する。 。は統計的に真の値が6&3%の確率で存

一ヮ2_



在する範囲、2。は真の値95.4%の確率で存在する翼囲でぁる。また、表中の相対比とは、 。`
2。の膚囲をそれぞれーとした場合、その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示したも
のである。

第 ー7表 放射性炭素年代測定結果
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4 .  結果ぉょぴ考察
同位体効果による補正を行った各試料の測定結呆および暦年較正暦年代を第ー7表、第47図

に示す。同位体効果による補正を行った測定結果は、AB0ープ夕肋骨680土20BP、AB03イ ヌ

の肋骨が 24。 土 2。BP、 AB04ブタ 肋骨が220 土 20BP、 SL35の炭化材が350 土2。BPを示す〝

また、測定誤差を。として計算させた暦年較正結果は、AB0ーブ夕肋骨がcaーADー,28ー-L379`
AB03イ ヌ の肋骨がcaーADー,649-ー'792` AB04ブタ肋骨がcaーADー,654ーー'950、 SL35の炭化材

カゞCaーADー,483-L625である。

これらの結果から、AB0ーから出土したブ夕肋骨はー3世紀後半~ー4世紀後半の可能性があ

る。AB03から出土したイヌ肋骨はー7世紀中頃~ー8世紀末、AB04ヵゝら出土したブ夕肋骨はー7
世紀中頃~現代を示す。相対比を参考にすれぱ、AB03イ ヌ肋骨はー7世紀中頃`AB04のブタ肋

骨はー7世紀中頃~ー8世紀末の可能性がぁる。また、2点の年代測定値は近似しており、比較的

近い時期の可能性がある。

SL35ヵゝら出土した炭化材は、ー5世紀後半~ー7世紀前半頃の可能性がある。なお、炭化材は、

樹種同定を実施し、マツ属複維管束亜属に同定された。マツ属複維管束亜属には、ァカマツ、ク

ロマツ、 リュウキュウマツがあるが、現在の沖繩島にはリユウキュウマツー種のみが分布して

いることから、 リュウキュウマツの可能性が高い。リュウキュウマッの木材は、径軟であるが、

保存性は比較的高い。また、松脂を豊富に含み、燃焼性が高い。 リュウキュウマツは、沿海地ゃ

二次林に普通に見られることから、当該期の遺跡周辺にも生育し`その木材を利用したことが

推定される。

各試料の年代測定結果にっいては、出土状況ゃ出土遺物の情報も含めて検討することが望

まれる。
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第4節 溝原貝塚出土の埋葬獣骨に関する分析報舎 (暫定結果)
樋泉 岳二(早稲田大学)

ー はじめに

溝原貝塚は名護市街東部の海岸砂丘上、名護博物館を中心とする一帯に立地する。本遺跡は
貝塚時代後期前半の薫跡として周知されているが、グスク時代~近世には名護間切番所、近
代には名護村(のちに町)役場ゃ国頭郡役所として利用されてきた場所である。ー98ー年および
ー984~ー985年に行われた発掘調査では、貝塚時代後期前半の土器おょぴー4~ー8世紀の陶磁
器などが出土している(名護市教育委員会ー989)。

20ー3年`名護博物館南側隣接地の道路拡幅工事に先立ち名護市教育委員会にょって実施さ
れた発掘調査において、 4か所の土坑からそれぞれー個体分の獣骨〈哺乳類責体)が交連状態
で検出され、埋葬されたものと推定されている。ここではこれらの「埋葬獣骨」に関する分析結
果を報告する。ただし、現時点では遺体の同定~計測等の分析作業を完了してぃないため、ここ
では現在までに確認されている分析結呆の記載を中心とした暫定的な報告とし、最終的な報
告は機を改めて行うこととしたぃ。

2 分祈資料と分析方法
4体の獣骨には、出土日の順に「ー号獣骨」~「4号獣骨」の個体番号が付けられている(第ー8

表)。各獣骨は産状の実測図を作成しだのち、個々の骨(または複数の骨のまとまり)ごとに番
号( 9 表の「取り上げ番号」)を付けて取り上げられている。ただし2号獣骨は全体を固定し
て取り上げられたが、取り上げ後に複数のブロックに分解したとのことである。以上の作業は
名護市教育委員会の調査スタッフによって行ゎれた。

各獣骨は遺物を伴っていなかったため考古年代は不明であるが、 ー号・3号・4号獣骨では
骨自体の放射性炭素年代測定が実施され、 ー号獣骨はー3世紀後葉~ー4世紀後葉、 3号獣骨は
ー7世紀中葉、 4号獣骨はー7世紀中葉~ー7世紀後葉の較正年代が得られている。
同定作業は20ー3年ー2月4~5 日、名護市羽地資料整理室において行った。ただし作業時問

が限られていたため、現時点では観察~計測ゃ写莫撮影などの作業を完了していなぃ。また2
号獣骨は埋葬状態のまま土ごと固定して取り上げられているため、一部の部位は土中に埋も
れており十分に観察できなかった。ブタの年齢については、林ほヵゝ〈ー977)によるイ ノシシの
歯の萌出・交換に基づく推定法がそのまま適用できるものと仮定して推定した。なお、分析に

際しては、名護博物館所蔵の現生イ ノシシ・ブ夕頭骨の骨格標本を参照した。

3 分析結果

各獣骨の概要を第ー8表に、同定結果と攪察所見の詳細を第ー9~20表に示した。 ー号・2号・
4号獣骨はブタの幼獣、 3号獣骨はイヌの成獣と同定された。以下、各個体について、現時点で
の暫定的な同定所見を記戴する。

(ー) プ夕
ー号獣骨

土坑(AB0ー)内ヵゝら右半身を上にした側臥の状態で検出された。四肢の屈曲が少なく、ゅっ
たりと横たわった状態である。ほぼ全身の骨が確認されている(第2ー表)。左脛骨以下およぴ

右中足骨以下を欠くが、これらは埋没後の攪乱によって失ゎれた可能性が強い。第3乳臼歯
(m3)萌出完了。第ー後臼歯(Mー)は未萌出であり(第20表)、生後3 カ月程度の幼獣と推定され
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る。四肢骨の骨端はすベて未癒合である。性別については、犬歯が乳歯であり外見的な判別が

難しぃ(川島・村岡ー984)ため不明とした(2ئو 4号獣骨も同様)。計測値は第22表に示した。

放射性炭素年代測定による較正年代はー3C後葉~ー4C後葉と推定されてぃる。

2号獣骨
土坑(AB02)内から右半身を上にした側臥の状態で検出された。前肢を屈曲させ、後肢を前

方に伸ぱし、体を丸めた状熊である。ほぽ全身の骨が確認されている(第2ー表)。右の肋骨・前

肢は未確認だが、先述の通り土ごと取り上げられてぃるため、土中に含まれている可能性があ

る。Mー萌出完了直前であり(第20表)、生後半年(約0.5歳)程度の幼獣と推定される。四肢骨の

骨端はすぺて末癒合でぁる。性別は不明。計測値は第22表に示した。年代は不明である。

4号獣骨

土坑〈AB04)から仰臥(仰向け状態〉で検出された。実測図ー産状写真からみると、後肢(寛骨

以下〉はゃゃ右側に傾ぃた状態でぁったと推測される。頭骨は2個の貝(マガキガイ・メンガイ

類。第ー9表(4)の取り上げ番号4ーー42)で上向きに支えられており、メンガイ類には穿孔が認め

られた。ほぼ全身の骨が確認されている(第2ー表)。ただし左の前肢が未確認である点につぃて

は、埋没前に切除されていたのか、埋没後の撹乱で失われたのか、あるいは分析の際に資料を

見落としているのか、資料を再攪察して確認する必要がある。なお左右の後肢指骨は埋没後の

撹乱または発掘時に散逸した可能性が高い。m3萌出完了、Mーは未萌出であり (第20表)、生後

3 ヵ月程度の幼獣と推定される。四肢骨の骨端はすペて未癒合である。性別は不明。計測値は

第22表に示した。放射性炭素年代測定による較正年代はー7C中葉~ー8C未と推定されている。

第 ー8表 潰原⾙塚から検出された埋葬獣⾻の概要 〈暫定結果)

※年代は 14c年代潰囁定値ーこ募づ〈較正時代

雙雛サ _ { _ 區獣什 _ 2 号厭粋 プ 3号獣臀 _」 上号璽臀

』 ` プ ヱ 」タ } プイヌ プ プタプ

_出士 日 峙 20ー3_ 8. 7~ _ 20ー3~ 9~ 2~ 20!3~ 9. 9~ 20ー3_ 9~ 27~ _

地区:クリッド _ ー:sーg __ ー:Tー9 ー‥Tーg ー:T20/工2ー

プ 遺債 _ プ AB。ー (土坑)プ ^恥2 (⼟坑)_ _ _鰯0欝 (七坑) ^叩土 (七坑) _
プ年{輩※プ ー3C後_藁~MC鐘葉 萱 __ _ ー7C中藁 ー7C中藁~…c寧 プ
犬きさ ` `

` (畏轍X短鯛X深さ) 54。x350xー。。 7叩X嚇0Xー50 7ー0x5ー0xー50 6伽x酬0xm。 `
ー 叩一 【 _ 一 プ 』 _ プ 〟プ _一 プ ^

雙麟 * ] *南 * _ 南 * 」 麟 丁 _縄 * _

・ .' . 伝倒位右喉⾝を上LLた側臥 右芋⾝を上LLた側臥 ・ 仰臥
」 埋薨体位 (四肢の凪曲が少なく. ゅっ (前肢臓曲. 後肢を前方に伸 ー 【萱萱璽を璽菱謹萱~畠蕾萱喜寿 (体をゃゃ右側に傾けた仰向 ̀

たり と欄たゎった状態) ぱし' 体を丸めた状態) 】 ` 磯状態) ~ け状態)

` 出土部位 ̀  忙縄彗ま賣貴おょ ' ま全身 王令芽 ヤ 忙右中璧薯令身瘻′ ブ久
_ ・ ]‥ 贋~ ・ぴ ほ儡 . ー ほー ~. ]‥ _ 以下 犬〝`

(第'9表 第幻泰~鰹) } 右巾足骨以下を欠失) 左腕肢の有慧不呪) _
〉 _【 _ ` 【 プ プ プ ーー ー ー ー プ 「

` ` m3鮒出 …未萌出 …萌出貞T互前 *久歯完川=成獣 憾萌i 〝 未萌ー隼鯱 〝 ご ~ 縄 _ ` 切鵬ゎずかに咬耗 ‥~ '】 ‥
* * * 〝 

生萱ヵ= * * 〕瞞 * 〕 縄ーェ咬縄」g』んどなし 』 ー二生縄s〟工

」 性別 ご明 不呪 プ _ べニ萱ーン凌虻魄 不帆 寸

針測値 (m) _ 第22表蕃照 第22表讐冊 } 上P4L:ー8.5〝 下…L:2L。 _ 第22表蕃照 」

” プ _ '・ * *プ プ プ 竈骨が2佃の貝 (マガキガイ ‥〝` 3号獣僻L近接 (約75m) . . ・ ' . ・ .
偏蕁 全体を固定して取り 上げたが 2号厭件に近接 〔約75cm) メ/〝ィ顆) て L'"]き”】文ぇ

られている〟 メンガィ類には
穿孔ぁり} その後棋致のブロックに分解
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第 ーg表 ( 2 )  埋葬獣膏の同定結果 ( 2号獣脅)第 ーg表 (ー) 埋葬獣⾻の同定結果 (ー号獣骨)
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響号

第 ー9表 ( 4 )  埋葬獣⾻の同定結果 (4号獣骨)
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第 ー9表 ( 3 )  埋葬獣膏の同定結果 (3号獣骨)
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各個体の形質に関する予察
ー号・2ئو 4 号の各個体はいずれも基本的にイノシシの特徴をもつが、野生のイノシシに

比べて顎骨ゃ四肢骨が短縮化傾向を示していると思われることから、ブタとみてよいと考え
られる。ただしすベて生後半年以内の幼獣でぁり、現時点ではこの年齢の野生イノシシとブ夕
の骨格計測値等の比較資料を参照できてぃないため、形質的な特徴や家畜化の程度、品種等に

関する厳密な検討については今後の課題である。

なお、 2号獣骨の下顎第ー後臼歯(Mー)長はー6・0mmで〈第22表)`川島・村岡( 984)に記載
されている国頭産現生リュウキュウイ ノシシのMー長(平均土SD‥雄ー2・0士0・9mm、雌ー2.0土
。.7mm)より もかなり大きく`今帰仁城跡およぴ同周辺翼跡くー4~ー6世紀)のブタMー長(ー4・3
~ー4_8mm、樋泉2Q07、樋泉ほか2009)と比較しても大型である。 ー号獣骨と4号獣骨はMーが
未萌出だが、下顎第3乳臼歯(m3)のサイズは2号獣骨ょりゃゃ小さい程度であるかち、これ

らも2号獣骨に近い体格でぁったと推定される〟以上から、出土した3体のブ夕は現生の野生
リュウキュウイノシシょり大型であり、グスク時代のブタと比較してもゃゃ大型でぁった可

能性がある。

(2 )  ィヌ

3号獣骨
2号獣骨に近接(約75cm)した土坑(AB03)ヵゝら背骨を下、頭部と後肢を上にして、体を強く

屈曲させた転倒状態で検出された。ほぼ全身の骨が揃う(第2ー表)。後肢の足根骨~指骨の一部
が未確認だが、埋没後の攪乱にょって失ゎれた可能性が強い。永久歯は完出しており、切歯がゎ
ずかに咬耗しているが`他の歯はほとんど咬耗していないことから若い成獣と推定される。陰茎
骨が確認されており、雄である。裂肉歯の最大長は上顎(P4)ー8.5mm、下顎(Mー)2ー.0mmで、

イヌとしては中型のサイズと推定される。放射性炭素年代測定にょる較正年代はー7C中葉と

推定されてぃる。

4考察
ここでは上記の結果に基づいて、各獣骨の性格につぃて予察する。

(ー) ブ夕
ー号獣骨
生後3 ヶ月程度の幼獣でぁる。産状は体を緩ゃかに横たぇた側臥で、特殊な状況は認めら

れなぃ。また、埋没後の攪乱によると思われる一部の部位の欠損はみられるが、全身骨がほぼ

揃っている。以上から、本個体は何らかの原因で死亡した幼獣が埋葬さゎたものである可能性
が高い。ただし死因について骨格から推定することは困難である(2号~4号獣骨にっいても
同様)。
なお、本個体の年代(骨自体の放射性炭素年代測定にょる較正年代)がー3世紀後葉~ー4世紀

後葉とグスク時代でも古めの年代を示している点については`以下の点からみて疑問が残る〟
①グスク時代のブタは一般に家畜化の程度が低く、形態的には野生イ ノシシと判別しにくい
場合が多ぃのに対して、本例は家畜化の兆候(四肢の短縮など)が比較的明らかである。②本個
体は先述の通り今帰仁城跡等にみられるグスク時代のブタょりも大型の可能性がぁる。③近
接して出土した3号'4号獣骨がー7世紀中葉もしくはそれ以降と推定されているのに対して、
本例はこれらょりもかけ離れて古い。以上を考慮すると、本個体の年代は実際にはょり新し
く` 3号・4号獣骨と同時代のものである可能性も考慮する必要があるように思われる。ただ
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し本薫跡4世紀代の遺物も出土していることから、本個体が実際にグスク時代のもので

ぁる可能性も否定はできない。この問題につぃては今後の課題としておきたい。

2号獣骨

生後半年程度の幼獣である。産状は体を丸めた状態の側臥で、特殊な状況は認められない。

また、おそらく全身骨が揃っていると思ゎれることから、何らかの原因で死亡した幼獣が埋葬

されたものである可能性が高い。

4号獣骨
生後3 ヶ月程度の幼獣で、 ー号獣骨とほぼ同齢でぁる。年代はー7世紀中葉~ー8世紀末〈近世)

と推定されており、年代的にもブ夕とみて問題はない。産状は仰臥で、 ー号・ 2号獣骨とは大きく

異なるが、頭骨が2個の貝(マガキガイ と穿孔されたメンガイ類)で上向きに支えられていること

から`何らかの原因で死亡した幼獣が埋葬されたものとみてょいと思ゎれる。右前肢が未確認で

ある点については課題が残るが、 この点は今後確認したい。

(2〉 イヌ

狭い土坑内に背中を下、頭と後肢を上にして`丸めて詰め込んだょうな状態で検出さねてお

り`ブタ幼獣とは明らかに産状が異なる。年齢も成獣であり、ブタ幼獣とは遺体の取扱い方が

異なっていたものと思われる。現代的な価値鸞で評価することは控えなければならなぃが、本

個体が埋葬されたものか、単に死体が土坑内に廃棄されたものかなど、本個体の性格につぃて

はさらに検討が必要と思ゎれる。

《⽂献》
川島由次・村岡誠(ー984)「野国貝塚B地点出土の獣骨につぃて」

『野国一野国貝塚B地点発掘調査報告一』沖纏県教青委員会

名護市教青委員会‥989)『構原貝塚』(名護市文化財諷査報告一9)

樋泉岳二(2007)「今帰仁城跡周辺遺跡出土の脊椎動物遺体群一m区b・東7区・シニグンニ_J『今帰仁城跡周辺遺跡皿』

今帰仁村教育委員会

樋泉岳二~名島弥生~菅原広史(2009)「今帰仁城跡主郭東斜面から出土した脊椎動物遺体」「今帰仁城跡発掘調査報告』

今帰仁村教青委員会

林良博・西田隆雄'望月公子・瀬田季茂‥977)「日本産イノシシの歯牙にょる年齢と性の判定」日本獣歯学雑謙

39‥ ]65-ー 74
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第6章 総括

溝原貝塚は、名護市東江溝原に立地する遺跡でぁる。幸地川河口の左岸にあって、後背は東
(アガリブックヮ)と呼ばれ、かつては水田の広がる湿地帯であった。遺跡前面は海浜と
いう海岸砂丘に立地する。発掘調査やこれまでの文献記録などから、貝塚時代後期後半期の貝
塚`また少量ながらグスク時代の遺物が回収され、近世には名護問切番所が置かれ、近代には

旧名護町の町役所ゃ国頭郡役所が所在していた。特に今回調査地となった市道山手線の一帯
は、近代名護町の官公庁街として、商業地の大兼久馬場の通りと合わせて海岸線と並行する東
西約ーkmが近代名護の目抜き通りとして賑ゎいを見せた地域でぁった。
本発掘調査の直接の契機は、名護市建設部の山手線道路拡張事業に伴ぅもので、平成24・25

年度に当該地域の範囲確認調査く名護市教委20ー3〉を実施し、平成25年度に遺跡範囲において
開発を免れない当該範囲の緊急発掘調査を実施した報告でぁる。
緊急発掘調査では、前章までに明らかにしたょうに3つの地区に区分けし実施されー地区

では、ブ夕イヌの埋葬と思われる薫構ゃ、建物跡と思ゎれる小穴群が確認されるとともに`遺
物としては貝塚時代後期からグスク時代、近世・近代の各時期の陶磁器を主とする出土遺物が
得られている。また` 立地区も概ねー地区と同じ時代の遺物が回収されてぃる。これらの遺物
は、貝塚時代後期後半、グスク時代からおおよそ継続的に本地域が開発され恒常的に利用され
ていた様子をうかがい知ることができ、文献上登場する近世束江村の存在を印象づけるもの
である。一方、皿地区は貝塚時代後期でも前半期、弥生時代中期並行期(約2000~ー800年前頃)
の物がまとまって出土するとともに、近世期の遺物を含まず、グスク時代の~物が少量なが
らも単独的に得られた。m地区の成果は、これまで得られていた溝原貝塚の時代観を遡及する
遺物を回収するとともに`東江地域の根神屋ゃ銭川井くジンガガー)に近い地点でグスク時代
初期(ー2ᴫ 8 ) の遺物が得られた事は、本地域の歴史展開を考える上で重要な発見となっ
た。

一方` ー地区SE9ーの西側は同地区束側で確認さゎたようなピッ 卜や土坑は無く、検出さ
れた土坑もそのほとんどが戦後構築された廃棄土坑であった。加えて地山面の微地形もP/
R-ーーグリッ ドで`東から西へ下り勾配をもって傾斜しており`このぁたりが幸地川河口の右岸
端部と推定された。『名護六百年史』には「幸地川の流路は、東袋を通って溝原に落ち、水路が曲
りくねって水捌さばきが悪いため、此所でも水害は年中つき纏って農民達を悩ました。幸地川
の流域を一本の河川に集め、海に最短距離の水路を作る事は、束袋や大袋のような低地で、然
も地味豊かな田地を守る上に最も効果的な方法だと考ぇられ、良豊はこれを決行した。」(比嘉
ー958:ー3p)と記されている。近世には既に河川流路が改良されていたことが知られており`
遺跡近傍の空間を実地で把撮することができたものと考ぇられる。

本調査において注目された遺構にブタ及ぴイ ヌの埋葬跡が挙げられる。分析を依頼した樋
泉岳二氏の報告によると、 ー号・2号・4号の各個体はイ ノ シシの特徴をもつが、野生のイ ノシ
シに比ぺて顎骨ゃ四肢骨が短縮化傾向を示していると指摘され、形態的に「ブタ」と結論付け
る。また、野生イ ノシシと比較して大型でかつグスク時代出土例に比してゃゃ大型の可能性を
指摘し.当該資料が相対的に新しい可能性を推定する。他方3号獣骨のイ ヌは、永久歯が完出、
切歯はゎずかに咬耗するが他の歯はほとんど咬耗してぃなぃことなどから、若い成獣で、イヌ
としては中型のサイズと指摘している。このょうな埋葬獣骨が示す考古学的な事例は乏しく
推定の域を出ないが`一般的に疫病等不審な突然死の家畜の埋葬を行うことが考ぇられ、東江
集落内における家畜の死亡を葬ったものと考えられる。年代的なものも判然としないため確
度は低いが、以下の明治36年(ー909)4月 3 日の『琉球新報』の記事は興味深い事例である。
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「名護間切の豚疫 國頭郡名護問切東江村に於て咋月廿五日より同廿八日までに豚7頭家

羅斯にかヽ り目下治療中の由其筋へ報告あり。」

新聞記事は、偶然にも東江の事例である。沖綿県では明治33年以降たぴたび豚伝染病が流行

したことが知られ、大正ーー年に沖繩県の獣疫血清製造所を設立し、豚コレラの防疫ー血清類の

製造にあたらせ予防対策を行ったとされる(當山ー979)。
今一つ、上記のような疫病等で死んだ家畜埋葬遣構を遺跡空間の中で解釈する参考事例と

して、以下の事例は参考になる。宜野湾市の事例だが、戦前(中略)病気で死んだ豚は食ぺるこ

とが出来ず、村外れの松林などに埋められました(宜野湾市教委市史編集係(編)20ー0)。即ち、

東江集落の域の境界が、ある時期には当地点にあった可能性を指摘することができ、埋葬董構

の分布する一帯は集落の外れにあたつてぃた可能性が考えられる。ただ、国頭郡役所の業務内

容に病死の豚などの引き取りゃ、処分を行っている可能性も無ぃゎけではなぃので、 この点も

考慮する必要がある。

最後に皿地区は、 ー ・耳地区で得られた近世期の遺物は皆無で`貝塚時代後期前半、グスク

時代、近代の遺物が出土する。近代の遺物は試掘調査時においてー層の表土層ょり回収されて

いるが現代のガラス瓶などを含むとともに小片であることから ー ・互区でみられたょうな恒

常的な生活を示すものではなく周辺の生活層を起源とする遺物と考えられた。南西側では古

井戸が確認されており、 これらの井戸跡の竪坑土より近代の陶磁器が回収されているので、

古井戸の開発と関運するものと考えられる。ただ、皿地区のー・立層は重機による掘削によっ

て除去し、近代の土地利用の詳細については調査対象より除外した。ここで注目されたのは、

その下層に形成された肛層でぁる。皿層の遺物包含層は西側では被覆は薄く、東南側で厚くな

る。皿層下からW層では褐色を呈し酸化した鉄分等の沈着が確認されており、後年の水田等に

よる利用が行われたものと推測されたが、水田の痕跡等を確認することはできなかった。北東

側50mほどの所に銭川井が所在しており、 これを水源とする水田もしくは貯水池等が所在し

た可能性があると思ゎれる。虹地区では理化学的な分析も行つた”まず、W層より採取された

炭化物を用いて放射性炭素年代測定を実施し、暦年較正年代でcaーADー,448~caーADー,5ー4と
いう値(2 。)が得られた。同時に花粉分析も実施しているが花粉化石は全く検出されなかっ

た。

また、今回の調査では新たな試みとしてレプリカ・セム法とX線CTスキャナーにょる土器

の圧痕分析を行った。その結呆、 ー地区出土のグスク土器胎土内に複数のアワが混入されてい

ることを確認した。土器胎土内に栽培植物薫体の混入が明確に確認された琉球列島で初の事

例となると思われる。分析の結果ヽ偶然による混入ではなく人為的なものである可能性が指摘
されている。

以上、山手線街路事業に伴い実施された溝原貝塚にぉける緊急発掘調査では、本地域を理解

する上で貴重な資料を提供してくれている。上記ー・立・m地区の成果とこれまでに実施され

てきた本遺跡地及ぴ周辺の発掘調査ゃ立会調査の成果に基づき幾つか知りえた所見等を地図

上に落とすと第49図に示すよぅな土地利用の開発変遷ゃ遣跡の分布を推定することができ

る。溝原貝塚は名護地域の歴史を包蔵する貴重な文化遺産であることを改めて確認すること

ができたが、調査は部分的であるとともに、近現代の開発によってその多くが失われてしまっ

た。今後も、学校等公共施設の整備ゃ個人住宅の建築などによって部分的に行ゎれる開発にお

ぃても、貴重な遺跡が発見される可能性がぁる。丁寧な開発調整を行い`跡の保存に努めると

ともに、今回の出土品についても広く市民に活用いただきたぃ。
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